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ALADIN A2 ユーザーマニュアル
A2ダイブコンピューター - 日常にもダイビングにも適したデザイン。
SCUBAPROのダイブコンピューター「A2」をご購入くださり、誠にありがとうございま
す。皆様のダイビングと日常生活の素晴らしいパートナーとなれる事と思います。本書
では、SCUBAPROの最新テクノロジーとA2の主な機能や特長について説明していきま
す。SCUBAPROのダイビング器材の詳細は、www.scubapro.com でご確認ください。

 重要
SCUBAPRO A2を使用する前に、同梱されている「Read First」ブックレットをよくお読みにな
り、理解を深めてください。

 警告
•	 A2の深度等級は120m/394フィートです。
•	 ダイブコンピューターモードの場合、115m/377フィート～120m/394フィートの深度にな

ると最大深度のアラートが発生し、120m/394フィートより深くなると自動的にゲージモー
ドに切り替わり、それ以降のダイビング中は減圧ダイビング用コンピューターとして使用で
きなくなります。

•	 1.6barを上回る酸素分圧（圧縮空気を呼吸する場合、深度67m/220フィートに相当）での
ダイビングは非常に危険であり、重症または死亡に至る危険があります。

•	 ただ1つの情報源にご自分の命を委ねるのは危険です。どのコンピューターでも故障の可
能性があるため、それだけに頼ることは避け、常に故障時の対処方法を計画しておくように
してください。2つ目のダイブコンピューターを持ち、バックアップテーブルと深度計や時間
測定器を携帯してください。

 警告
A2は、ディープスリープモードで出荷され、ディスプレイがオフになっています。最初のダイ
ビングの前に、SEL/ESCボタンを長押ししてA2を起動してください。
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1.	 A2の概要
A2ユーザーマニュアルは、次の章に分かれ
ています: 
A2の概要。この章では、A2ダイブコンピュ
ーターの概要、操作モード、および陸上で
使う主な機能について説明します。
A2を時計として使う。この章では、A2を時
計として使う場合の操作について説明しま
す。 
陸上でのA2の設定とメニュー。この章で
は、A2の設定について説明します。
A2を使ってダイビングする。この章では、A2
を水中でダイブコンピューターとして使う
場合の設定と機能をすべて説明します。安
全で楽しいダイビングのためにA2ができる
ことをすべて説明します。
A2のインターフェースとLogTRAKの概要。
この章では、データのダウンロード方法、設
定の変更方法、ログブックの管理方法につ
いて説明します。
A2のオプション。この章では、追加オプショ
ンとしてご購入いただけるMANTISのアク
セサリーについて簡単に説明します。ダイ
ビング中にダイブコンピューターを最大限
に活用することができます。
A2のお手入れ。この章では、ダイビング後
にA2を手入れする方法や、主な技術情報
を説明します。
A2はダイビングに携帯できる高機能な機
器であり、深度、潜水時間、減圧に関連して
正確な情報を提供します。また、陸上でも
毎日時計として使えるサイズです。時計アラ
ーム、デュアルタイム、ストップウォッチ、気
圧計、高度計、スイムモードなどの機能を備
えたA2は、日常生活の各種作業に対応しま
す。陸上でボタンを押すと、様々な機能を開
始したり、設定を変更したり、メニューにア
クセスしたりできます。ダイビング中は、画
面で追加情報を見たり、バックライトを点灯
したりできます。 
それでは、詳細について説明していきます。
新しいダイブコンピューターの使い方を確
認し、A2で素晴らしいダイビングをお楽し
みください。

1.1	 A2をオンにする
A2の出荷時の設定はディープスリープモー
ドです。これは、バッテリー寿命を延ばし、
バッテリーがフレッシュな状態でA2をお届
けするためです。
A2を初めてオンにするときは、SEL/ESCボ
タン（左下）を長押しする必要があります。
初回起動後はA2をディープスリープモード
に戻せません。

1.2	 時計画面
A2を初めてオンにすると、画面に日付と時
刻が次のように表示されます。

時刻と日付の値とその形式はお好みに
応じて変えられます。この方法については

「2.1.6 画面デザイン」と「2.1.7 時刻形式」
の章で説明します。
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1.3	 A2のボタン

次の表に、陸上でボタンを押して操作でき
る機能をまとめています。この後のセクショ
ンで詳細を説明しています。

「LIGHT」 
ボタン 

（左上）：

押す = バックライト
長押し = コンパスを起動
する

「SEL/ESC」
ボタン 

（左下）：

押す = 選択（メインメニュ
ーとサブメニューにアクセ
スするか、選択/設定を確定
します）
長押し = エスケープ（前のメ
ニューに戻るか、設定をキャ
ンセルします）。メインの日
付/時刻画面では、現在のガ
ス設定が表示されます

「+/UP」 
ボタン

（右上）：

押す = 数値やメニューを順
に繰り上げます。
長押し = メインの日付/時刻
画面では、選択しているダイ
ブモードが表示されます。選
択しているダイブモードの
表示では、スイムモードが起
動します

「–/DOWN」 
ボタン 

（右下）：

押す = 数値やメニューを順
に繰り下げます。
長押し = メインの日付/時
刻画面では、メインのダイ
ブ設定が表示されるダイブ
待機モードにショートカット
します

1.4	 ボタンのロック
SEL/ESCボタンと-/DOWNボタンを同時に
長押しすると、メインの日付/時刻画面にロ
ックされます。ロックされた状態でSEL/ESC
ボタンだけ押すと、次の画面が表示されま
す。

もう一度SEL/ESCボタンと-/DOWNボタン
を同時に長押しすると、表示のロックが解
除されます。
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1.5	 ベゼルのマーク
この章では、A2の外側ベゼルと内側ベゼルのマーク、および画面に表示されるマークにつ
いて詳しく説明します。

1 飛行機搭乗禁止マーク
2 プランナーメニューマーク
3 +/UPボタン
4 ログブックメニューマーク
5 水検知 
6 アクティブなタンクの残圧表示バー
7 ダイブメニューマーク 
8 -/DOWNボタン 
9 設定メニューマーク 
10 バッテリー残量低下マーク 

11 高度マーク 
12 心拍検知マーク 
13 ガスメニューマーク 
14 SEL/ESCボタン 
15 スポーツメニューマーク 
16 浮上速度/N2バー 
17 Bluetoothメニューマーク 
18 左ボタン 
19 ナビゲーションメニューマーク 
20 ダイビング禁止マーク
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1.6	 バッテリー
A2で使用するバッテリーはCR2450タイプで
す。A2はバッテリー残量が危険域に達する
と、バッテリーマークを表示して警告します。
バッテリーマークが点灯したままの場合、
バッテリー残量が低下していますが、多少
の余力が残っています。この状態では、ダイ
ブモードでバックライトを使用できません。
バッテリーマークが点滅している場合、バ
ッテリー残量は危険域まで低下しており、
バックライトもアラーム音も機能しません。
バッテリーを交換するまではダイビングを
お勧めしません。

 警告
バッテリーマークが点滅している状態でダ
イビングを始めると、ダイビングが終了す
る前にダイブコンピューターが機能を停
止する危険があります。したがって、バッテ
リーマークが点滅を始めたら、ダイビング
前にバッテリーを交換してください。ダイ
ビング禁止マークが表示されている場合、
新しいバッテリーに交換しなければ、A2を
使用してダイビングすることはできません。

バッテリー残量を手動でチェックする方法
について詳しくは、「3.1.4 バッテリー残量を
確認する」の章を参照してください。

 警告
危険域に達してバッテリーマークが表示
されると、ダイブモードが起動しなくなりま
す。この状態のA2をダイビングに使用する
ことはできません。 

 警告
バッテリーが寿命に達したら、SCUBAPRO
正規代理店まで交換を依頼することをお
勧めします。 

1.7	 バッテリーの安全に関する
指示

•	 バッテリーを飲み込まないでください。
化学物質火傷ハザード！

•	 本製品にはボタン電池が含まれていま
す。 

•	 ボタン電池を飲み込むと、わずか2時間
で体内が重度の火傷を負い、死亡に至る
場合もあります。 

•	 新品や中古の電池はお子様の手の届か
ない場所に保管してください。バッテリー
ケースがしっかりと閉まらない場合、本製
品の使用をやめ、お子様の手の届かない
場所に保管してください。 

•	 電池を飲み込んだ可能性がある場合や、
電池が体内のなんらかの部位の内部に
あると考えられる場合は、直ちに医師の
診察を受けてください。 

•	 製品や電池を直射日光や火などの高熱
にさらしたり、高温にさらされる可能性が
ある炎天下の車内で保管または使用した
りしないでください。

1.8	 操作モード
コンピューターのダイヤルリングにはA2の
各種モードが記されており、現在のモード
は矢印で示されています。各モードにはサ
ブ機能とメニューがあります。SEL/ESCボタ
ンを押すとモードがアクティブになり、矢印
が点滅を始めます。
各モードについて、4つの章に分けて説明
します。
1.	 A2を時計として使う。
2.	 A2の設定とメニュー。
3.	 A2をダイブコンピューターとして使う。
4.	 A2のBluetoothインターフェースと

LogTRAKの概要。

A2には主に2つの操作モードがあります。
1.	 時計モード。画面はオンになり、日付と

時刻が表示されます（さまざまな形式
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があります）。このモードから、他のサー
フィス操作モードを選択できます。
a.	 スポーツモード
b.	 Bluetooth通信モード
c.	 コンパス
d.	 高度計 
e.	 ダイブプランナー 
f.	 ログブック

また、設定も変更できます。
a.	 ダイブ設定
b.	 ユーザー設定
c.	 ガス設定

2.	 ダイブモード：このモードは、コンピュ
ーターが深度0.8m/3フィートを超える
と起動します。このモードでは、深度、時
間、温度、減圧状態がモニタリングされ
ます。 
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次のチャートは、メインメニューの構成を示します。

TIME & DATE DIVE

LOGBOOK

PLANNER

NAVIGATION

BLUETOOTH

SPORT

GAS

RETURN

SETTINGS

Logbook 
pages 

DOWN

DOWN

DOWN

UP

UP

UP

UP

DOWN

DOWN

DOWN

DOWN

DOWN

UP

UP

UP

UP

SEL Planner 
pages 

Compass 
settings

Bluetooth 
connection

Sport settings

Dive settings 
& menus

User settings

Gas settings

SEL

SEL

SEL

SEL

SEL

SEL

SEL

ESC

ESC

ESC

ESC

ESC

ESC

ESC

ESC

SEL
ESC

ESC

DOWN

UP

日時

ユーザー設定

ダイブ設定と 
メニュー

ガス設定

スポーツ設定

Bluetooth 
接続

コンパス 
設定

プランナー 
ページ

ログブック 
ページ
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1.9	 基本設定
A2を初めて起動すると、いくつかの基本設
定（日時や単位など）が必要になります。

1.9.1	 日時設定

メインの日付/時刻
画面から、SEL/ESC
ボタンを押してメイ
ンメニューにアクセ
スします。

メインメニューか
ら-/DOWNボタンを
押してSETTINGSに
切り替え、SEL/ESC
を押します。

SETTINGSメニュー
からWATCHに切り
替え、SEL/ESCを押
します。

WATCHメニューか
らSET TIMEに切り
替え、SEL/ESCを押
します。

+/UPまたは-/
DOWNを押して時
を選択し、SEL/ESC
を押して確定できま
す。分も同じ方法で
設定できます。

分を確定した後、同
じ方法で日付を調
整できます。

お好みに応じて調整できる追加の時計設
定があります。それらの設定については、

「2.1 クロック設定機能」で説明します。

1.9.2	  ユーザー設定
ユーザー関連の設定（バックライト点灯時
間、画面コントラスト、単位など）は、SELボ
タンを長押しして選択できます。SEL/ESCボ
タンで前のサブメニューに戻れます。

例えば、SETTINGS
メニューからUSER
に切り替え、SEL/
ESCを押します。

USERメニューか
らUNITSに切り替
え、SEL/ESCを押し
ます。
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次に、さまざまな単
位を選択できます。
これらの選択はす
べての操作モード
で有効になります。
例えば、ダイビング
中、深度をメートル
かフィートで表示で
きます。

1.10	 SCUBAPRO Human Factor 
DivingTM

A2には、特許取得済みの水中心拍数モニ
ター、皮膚温度モニター、呼吸モニターが
搭載されています。これらの機能は、身体の
反応にもとづいて各ダイブをカスタマイズ
し、ダイビング体験をより豊かにするデー
タを提供し、上級ダイバーになるサポート
をします。 
SCUBAPRO Human Factor DivingTM
を貫く哲 学 に つ いては、「H E A R T R AT E 
MEASUREMENT FOR BETTER WORKLOAD 
ASSESSMENT」、T. Dräger博士、U. Hoffmann
博士、2012年、 www.scubapro.com をご覧
ください。

F	注：A2の心拍数モニター機能を有効
にする方法は、「3.1.1.1 運動負荷」の
章を参照してください。

2.	 A2を時計として使う
A2はただの時計ではなく、次のような機能
を備えています。
•	 ラップタイム機能付きストップウォッチ 
（最長72時間）

•	 スイムストローク数と距離のカウンター
•	 ナビゲーションコンパス
•	 ハイキングをトラッキングする高度計
•	 現在の気象状況を確認するための温度

計と気圧計
•	 心拍数モニター機能
•	 ワイヤレスエア統合
•	 ステップカウンター / アクティビティトラ

ッカー
•	 時計アラーム機能
•	 デュアルタイム

2.1	 クロック設定機能
メインの日付/時刻画面から、SEL/ESCボタン
を押してメインメニューにアクセスします。
メインメニューから-/DOWNボタンを押し
てSETTINGSに切り替え、SEL/ESCを押しま
す。SETTINGSメニューからWATCHを選択
し、クロック設定に入ります。

WATCH ALARM

SET UTC 1

SET UTC 2

SET TIME

SET DATE

DESIGN

FORMAT

RETURN

DOWN

UP

DOWN

UP

UP

UP

UP

UP

UP

DOWN

DOWN

DOWN

DOWN

DOWN

SEL

ESC

ESC

DOWN

UP



16 A2ユーザーマニュアル

2.1.1	 アラームクロックを設定する
WATCHメニューからSEL/ESCボタンを押
してALARMサブメニューに入ります。ここ
で、+/UPまたは-/DOWNボタンを押し、ア
ラームクロックをオンまたはオフにできま
す。ALARM ONを選択すると、アラーム時
刻を設定できます。+/UPまたは-/DOWNボ
タンを押し、時をスクロールできます。SEL/
ESCボタンを押すと時が確定し、分に切り替
わります。+/UPまたは-/DOWNボタンを押
し、分をスクロールできます。SEL/ESCボタ
ンを押すと分設定が確定し、アラームがオ
ンになります。

 

 

2.1.2	 UTC 1を設定する
UTC設定にすると、グリニッジ子午線を基
準にした相対時刻表示に変わります。こ
の機能は、タイムゾーンをまたいで移動
する場合に便利です。SEL/ESCを押してか
ら、+/UPまたは-/DOWNボタンを押し、時
刻の差を+14h～-13hの範囲で変更できま
す。SEL/ESCを押すと分が強調表示されま
す。+/UPまたは-/DOWNボタンを押し、15
分刻みで分を変更できます。SEL/ESCボタ
ンを押してUTC 1設定を確定します。

 

2.1.3	 UTC 2を設定する
デュアルタイムはメインクロックと同じ「基
準時刻」を使用します。そのため、「時刻を
設定する」セクションに従って時刻を変更
すると、デュアルタイムも影響を受けます。
デュアルタイムゾーン選択では、メインク
ロックの時刻との差を定義します。タイム
ゾーン選択をOFFにすると、デュアルタイム
は無効になります。SEL/ESCボタンを押す
と、UTC2の時が強調表示されます。+/UPま
たは-/DOWNボタンを押し、設定を+14h～ 
-13hの範囲内で（またはOFFに）変更できま
す。SEL/ESCを押すと分が強調表示されま
す。+/UPまたは-/DOWNボタンを押し、15
分刻みで分を変更できます。SEL/ESCボタン
を押してUTC 2設定を確定します。

 

2.1.4	 時刻を設定する
SET TIMEサブメニューでSEL/ESCボタン
を押すと、時刻設定が起動します。+/UPま
たは-/DOWNボタンを押し、時を変更しま
す。SEL/ESCボタンを押すと選択が分に変
わり、変更可能になります。SEL/ESCボタン
を押し、新しい時刻設定を確定します。
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F	注記：秒は変更できません。時刻を変
更すると常に0秒からカウントが始ま
ります。

2.1.5	 日付を設定する
SET DATEサブメニューでSEL/ESCボタンを
押すと、最初の2桁が強調表示されます。+/
UPまたは-/DOWNボタンを押して数字を
変更できます。SEL/ESCボタンを押すと、選
択が次の2桁に移動します。最後に、+/UP
または-/DOWNを押して年を設定し、SEL/
ESCボタンで日付を確定します。日付の最
初の2桁は、24時間（24h）形式では日です
が、AM/PM形式では月です。24hとAM/PM
の切り替えはFORMATサブメニューで行い
ます。

 

2.1.6	 画面デザイン
このメニューでは、メインの日付/時刻画面
のデザインを選択できます。+/UPまたは-/
DOWNボタンでオプションをスクロールし
て、お好みのものを選択してください。SEL/
ESCボタンを押して選択を確定します。次の
表では、画面デザインの選択肢と、メインの
時刻表示画面でそれぞれがどのようなレイ
アウトで表示されるのかを示します。 
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2.1.7	 時刻形式
+/UPまたは-/DOWNボタンでスクロールし
て、お好みの時刻形式を選択し、SEL/ESCボ
タンを押して設定を保存します。AM/PM形
式または24h形式を選択できます。 

 

F	注：時刻形式を選ぶと、日付形式も変
わります。AM/PMでは「MM/DD/YY」、 
24hでは「DD/MM/YY」になります。こ
の変更は、時計モードやログブックな
どに適用されます。

2.2	 スポーツモード
メインの日付/時刻画面でSEL/ESCボタン
を押してメインメニューに入り、SPORTまで
繰り下げて、SEL/ESCボタンをもう一度押す
と、SPORTメニューに入ります。このメニュ
ーでは、スイムストロークカウンター、スト
ップウォッチやアクティビティカウンター（ト
レーニング）など、スポーツ関連の機能を
呼び出せます。

SPORT S-WATCH

TRAINING

SWIM

APNEA

SEL

ESC

ESC
DOWN

UP

DOWN

DOWN

UP

UP

DOWN

UP

STEPCOUNTER

UP

DOWN

RETURN
UP

DOWN

次の表に、スポーツモードでボタンを押し
て操作できる機能をまとめています。この
後のセクションで詳細を説明しています。
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LIGHT

押す = バックライト 
スイムモードで長押し = コン
パスを起動する
ストップウォッチモードで長
押し = メインの日付/時刻画
面に戻る（ストップウォッチは
バックグラウンドでカウント
を続けます）

SEL/ESC

スイムモードで押す = タイ
マーをストップ/再開
スイムモードで長押し = 水
泳練習を終了する
ストップウォッチモードで押
す = スポーツモードに戻る
ストップウォッチモードで
長押し = スポーツモードに
戻る
トレーニングモードで押す = 
ブックマークを設定する

+/UP

押す = 他の代替画面をスク
ロール
スイムモードで長押し = 水
泳練習を終了する
ストップウォッチモードで押
す = タイマーを手動でスタ
ート/ストップ
ストップウォッチモードで、タ
イマーがストップしている状
態で長押し = タイマーをゼ
ロにリセット
トレーニングモードで長押し 
= タイマーをストップ/再開

-/DOWN

押す = 他の代替画面をスク
ロール
ストップウォッチモードで、タ
イマー停止中に押す = ラッ
プをスクロール

2.2.1	 ストップウォッチ
SPORTメニューからSEL/ESCボタンを押し
てSTOPWATCHサブメニューに入ります。

+/UPボタンを押すと、ストップウォッチが
時間の計測を始めます。 

ストップウォッチ で 時 間 を 停 止 する に
は、+/UPボタンをもう一度押します。時間
をゼロにリセットするには、ストップウォッ
チ画面に「STOPPED」ステータスが表示さ
れている状態で+/UPボタンを長押ししま
す。 

時間に加え、ストップウォッチの実行中に-/
DOWNボタンを押すと、ラップをマークで
きます。これにより、画面下部にラップ番号
が、画面上部にはラップタイムが表示され
ます。ストップウォッチが停止中に-/DOWN
ボタンを繰り返し押すと、記録されたラップ
タイムを確認できます。 
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SEL/ESCボタンを長押しすると、ストップウ
ォッチを終了してSPORTメニューに戻りま
す。 

F	注：ストップウォッチのカウントを続け
ることも、ストップした時間を画面に
表示しておくこともできます。ステータ
スはメモリに保存されるため、次回も
同じ表示から続けることができます。

2.2.2	 トレーニングモード
メ イン メ ニュー か ら S P O R T に 切り替
え、SEL/ESCボタンを押します。
TrainingサブメニューでSEL/ESCボタンを
押すと、練習が始まります。同じボタンを長
押しすると、練習が終了します。

中央の行で、時間のカウントが行われま
す。+/UPボタンを長押しすると、カウンター
を停止したり再開したりできます。画面の
一番上に現在時刻が、中央に安全停止タイ
マーが、左下に水温が、右下に心拍数が表
示されます。

中央行の情報は、+/UPまたは-/DOWNボタ
ンを押してスクロールできます。+/UPボタ
ンを押すと、上の行に表示される情報が以
下の順序で変わります。

気圧（ミリバール
単位）

練習中の合計浮上

練習中の高度差

現在高度

反復1000回にかか
った分

1分間での反復回数
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現在の練習中の
ステップ（反復）カ
ウント

F	注：A2は手首に着用するため、スポー
ツモードでは内蔵センサーで反復動
作をカウントします。A2は、純粋なステ
ップカウンターではないため、腕の動
きも反復としてカウントしてしまう可
能性があります。また、A2はアクティビ
ティバンドではないため、同じ方向の
動きだけをカウントします。

F	注：ログブックで週別または月別の統
計を確認する方法は、「3.5.2 ステップ
カウンターの統計」の章を参照してく
ださい。

2.2.3	 スイムモード
スイムモードは、ストップウォッチにストロ
ークと距離のカウンターを加えたもので
す。カウンターが正しく機能するように、保
留中の値を調整することができます。詳しく
は、「3.1.2 スイム設定」で説明します。

 

 
スイムモードが起動している場合、2番目の
画面にはスイムの継続時間が、3番目の画面
には距離が、最後の画面にはスイムストロ
ーク数が表示されます。画面の右下には水
温が表示されます。心拍数機能がアクティブ
になっている場合は、値が画面右下隅に表
示されます。画面を切り替えるには、+/UPま

たは-/DOWNボタンを押します。SEL/ESCを1
回押すとSPORTメニューに戻ります。

F	注：スイムモードは、水深3mまではア
クティブです。このため、プールでフリ
ップターンをしたり、水平ダイブしたり
できます。3mより深く潜ると、A2で選
択したモードでダイビングが始まりま
す（スクーバ、アプネア、ゲージのいず
れか）。

2.2.4	 アプネアモード
Apneaメニューから、アプネア練習モード
を起動できます。水面休息時間を含めてセ
ッションが始まります。

 
アプネアモードの設定については、「3.2.3 
アプネアモードの設定」で説明します。この
モードでの画面情報とダイビングについて
は、「4.1.2.3 アプネアモード」で説明します。
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2.2.5	 アクティビティカウンターを有効
にする 

A2にはステップカウンターが搭載されてお
り、オンにすると毎日のアクティビティをカ
ウントできます。この機能はA2標準の時計
表示中、バックグラウンドでカウントを続け
ます。ダイビング中はアクティビティカウン
ターがオフになります。

 

A2のステップカウンターがバックグラウン
ドで有効（ON）になっていれば、動きが検
出されなかった場合にLCDディスプレイが
オフになるように設定できます。ディスプレ
イがオフになるまでの時間を1～240分の
間で設定するか、このメニューで「never」を
選択して、動きが検出されなくてもディスプ
レイがアクティブのまま維持されるように
設定することができます。

 

F	注：毎日のアクティビティをA2でトラッ
キングしたくない場合は、このメニュー
でOFFを選択してアクティビティカウン
ターを無効にできます。これにより、バ
ッテリーの持ち時間も長くなります。

F	注：ログブックで日別、週別または月別
の統計を確認する方法は、「3.5.2 ステ
ップカウンターの統計」の章を参照し
てください。

2.3	 ナビゲーション 
メインメニューからNaviサブメニューに切
り替え、SEL/ESCボタンを押します。このセ
クションでは、コンパス関連の設定や、高
度、気圧、および温度の値に関する情報を
選択できます。

NAVIGATION COMPASS

RETURN

ALTIMETER
DOWN

UP

SEL

ESC

ESC

UP

UP

DOWN

DOWN

2.3.1	 コンパスを使用、較正、設定する
このセクションでは、コンパス関連の設定
について詳しく説明します。以下のサブメニ
ューで各種設定を選択できます。 

COMPASS BEARING

DECLINATION

TIMEOUT

CALIBRATION

SEL

ESC
UP

DOWN

UP

UP

UP

DOWN

DOWN

DOWN

ESC

RETURN
UP

DOWN
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2.3.1.1	 方位
SEL/ESCボタンを押すと、コンパスが起動
し、中央行に方位（時計の12時）が度で表
示されます。 

 

2.3.1.2	 偏角
コンパスは地球の北磁極を指します。北極
と北磁極は、偏角設定で補正されます。偏角
は、地球上での所在地に応じて変わります。
SEL/ESCボタンを押すと、偏角の値が強調
表示されます。+/UPボタンまたは-/DOWN
ボタンを押して、値を-90～90°の間で1°単
位で選択します。SEL/ESCを押すと、値が確
定します。

 

2.3.1.3	 タイムアウト
コンパスのタイムアウトとは、コンパスを
起動してからどれくらい表示されるのかを
示す時間です。コンパスタイムアウトは、ダ
イブモードやスポーツモードなど、ならゆ
るモードのコンパス表示で有効です。タイ
ムアウト設定は、SEL/ESCボタンを押して
から、+/UPまたは-/DOWNボタンを押して
5、10、15、30、60秒の値またはPUSH（on/
off）をスクロールします。SEL/ESCボタンを
押すと、値が確定します。
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2.3.1.4	 再較正

1. PLACE 
HORIZONTALLY

2. ROTATE 
HORIZONTALLY

3. PLACE 
VERTICALLY

4. ROTATE 
VERTICALLY

5. READY

CALIBRATION SEL

SEL

SEL

SEL

SEL

SEL

F	注：コンパスは、バッテリー交換後、ま
たは磁界の強度が異なる場所に旅行
する時に、再較正する必要があります。

SEL/ESCボタンを押すと、再較正が始まります。
1.	 水平に置きます。A2を画面が上を向くよう

に持ちます。SEL/ESCボタンを押します。

2.	 水平に回転させます。A2を180°以上水
平に回転させます。SEL/ESCボタンを押
します。 3.	 縦に置きます。A2を画面が下を向くよう

に持ちます。SEL/ESCボタンを押します。
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4.	 縦に回転させます。A2を180°以上縦に回
転させます。SEL/ESCボタンを押します。

5.	  較正が完了しました。A2 3Dコンパスの
再較正が完了しました。

2.3.2	 高度、気圧、および温度の値を読
み取る

ナビゲーション（Navi）メニューから高度計
（Altimtr）に切り替え、SEL/ESCボタンを押
します。このサブメニューの最初の画面で
は、気圧から現在の高度（メートルまたはフ
ィート）を算出して画面中央に表示します。
現在の高度での温度（摂氏または華氏）が
画面の左下に、気圧（mbar）が画面の右下
に表示されます。

 

F	注：気圧とは、特定高度での天気と大
気圧に応じて変化する変数です。ダイ
ビングアルゴリズムでは、高度クラス
を気圧から直接導き出して使用しま
す。高度は現在の気圧から算出される
ため、相対的な数値となります。 

+/UPまたは-/DOWNボタンを押すと、追加
の画面に海抜0mでの気圧が表示されます。
現在の高度がわかる場合、SEL/ESCボタン
を押して高度を調整できます。新しい高度
が画面の中央で強調表示されます。+/UP
または-/DOWNボタンを押し、10m/50フィ
ート刻みで高度を調整できます。 
この気圧計により、高度が変わらない場合
の今後数時間の天気を予測できます。
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3.	 陸上でのA2の設定とメニ
ュー

この章では、陸上で完了できる設定につい
て説明します。これらの設定により、A2を必
要に応じてパーソナライズできます。

3.1	 一般設定
SETTINGSメニューでは、次の機能を設定
できます。
•	 時計（WATCH）設定 – 「2.1 クロック設定

機能」を参照してください。
•	 ユーザー（USER）設定 – 運動負荷、バック

ライト、画面コントラスト、単位、所有者情
報、窒素排出時間リセット、サービスチェ
ック、現在のソフトウェアバージョン 

•	 スイム（SWIM）設定 - 水泳中の心拍数、
スイムストロークの深度と距離 

•	 サウンド（SOUND）設定 – ボタンのビー
プ音、ダイビング警告のオン/オフ

•	 バッテリー（BATTERY） – バッテリー残量
を確認します。

WATCH

USER

SWIM

SOUND

BATTERY

RETURN

SETTINGS

DOWN

UP

SEL

ESC

ESC

UP

UP

UP

UP

UP

DOWN

DOWN

DOWN

DOWN

DOWN

3.1.1	 ユーザー設定
このセクションでは、A2をお好みに応じて
カスタマイズできます。バックライト点灯時
間、画面コントラスト、単位などの設定はこ
こで変更できます。

USER

LIGHT

CONTRAST

UNITS

OWNER

DESATURATION

RETURN

DOWN

UP

UP

UP

UP

UP

UP

SEL

ESC

DOWN

DOWN

DOWN

DOWN

DOWN

ESC

WORKLOAD
UP

DOWN

UP

DOWN

SERVICE

3.1.1.1	 運動負荷
あらゆる減圧計算の基礎となるのは、窒素
を取り込むときには肺から血中へそして
組織へと窒素が運搬され、窒素排出のと
きはその逆に窒素が運搬されるということ
です。このため、減圧計算で最も重要なパ
ラメーターは、血液が体内を流れる速度で
す。激しい運動中は、心臓からの総血流量
が休息時の4倍以上になります。このように
増えた血流量は、均一に分散するのではな
く、中枢神経系や脳などの組織は影響を受
けませんが、筋肉などの組織には休息時の
10倍以上の血液が流れます。
A2は高圧トランスミッターから受信した心
拍や呼吸パターンの変化に基づいて運動
負荷を推定し、ZH-L16 ADTモデルでの減
圧計算がこれに応じて変化します。このメ
ニューでは、運動負荷のベースを選択する
か、運動負荷の推定をスイッチオフするこ
とができます。オフにした場合、A2は心拍
やエアが統合されていないSCUBAPROの
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他のダイブコンピューターと同様に機能し
ます。
運 動負荷メニューで は、+ / U Pまた は - /
DOWNボタンを押して、ダイビング中の運
動負荷の測定に使用されるパラメータをス
クロールできます。SEL/ESCボタンを押して
心拍数を選択すると、心拍数の制限を編集
できます。基準レベルは、軽く体を動かして
いるときの平均的な心拍数制限で、上限心
拍数は過酷な運動中に達することができる
最大値です。+/UPまたは-/DOWNで値を選
択し、SEL/ESCボタンで確定します。 

 

 
SCUBAPROでは、すべてのダイビング、中で
もテクニカルダイビングで、運動負荷および
心拍機能を使用することをお勧めします。ダ
イビングが計画どおりに進めば、減圧スケジ
ュールに影響はありませんが、運動負荷が
高いと、減圧にかかる時間が長くなります。
さらに、適応アルゴリズムによって、水温ま
たは皮膚温度（特許取得済のSCUBAPRO心
拍ベルトが必要）およびマイクロバブルの形
成が計算に組み込まれます。

 

 
また、「RESPIRATORY」（呼吸）を選択して、
運動負荷を呼吸から測定することを選択す
るか、心拍数と呼吸の組み合わせで測定す
ることを選択することができます。この場合
は両パラメータが測定され、高い方か低い
方のパラメータがアルゴリズムに使用され
ます。 
運動負荷パラメータに心拍数を選択しな
い場合でも、ダイビング中の画面には心拍
数モニターが表示されます。これは一番下
のフィールドで選択でき、HRをONまたは
OFFに設定します。SEL/ESCボタンを押して
選択を確定します。
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3.1.1.2	 バックライト
USERサブメニューでSEL/ESCを押し、バッ
クライト設定にアクセスします。バックライ
ト点灯時間は、+/UPまたは-/DOWNボタン
を使用して5～30秒の間で設定できます。
保存するにはSEL/ESCボタンをもう一度押
します。

 

3.1.1.3	 コントラスト
USERサブメニューでCONTRASTに切り替
え、SEL/ESCを押して画面コントラスト設定
にアクセスします。コントラストは、+/UPま
たは-/DOWNボタンを使用して0～15の間
で設定できます。保存するにはSEL/ESCボ
タンをもう一度押します。

 

3.1.1.4	 単位
UNITSサブメニューでは、温度、高度、深度
の組み合わせを選択できます。 

 

F	注：単位の設定は、A2のUNITSサブ
メニューで直接完了することも、PC/
Macや携帯デバイスでLogTRAKプロ
グラムを使用して行うこともできま
す。LogTRAKで単位を設定する方法は、

「5.2.5 LogTRAKで単位を設定する」
の章を参照してください。

3.1.1.5	 所有者情報
所有者情報の入力には、LogTRAKプログ
ラムを使用します。この機能については、

「5.2.4 LogTRAKで所有者情報を記入す
る」で詳しく説明します。
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3.1.1.6	 窒素排出時間リセット
A2が体内残留窒素排出時間のカウントダ
ウンを続けている間は、いくつかのメニュ
ーを変更できません。窒素排出時間をリセ
ットすることを決めた場合、セーフティコー
ド313を入力する必要があります。この手順
は、意図しないリセットを防止するもので、
窒素排出時間リセットがメモリに記録され
ます（次のダイブログには窒素排出マーク
が表示されます）。 
DESATサブメニューでSEL/ESCボタンを押
すと、コード入力ページが起動します。1桁
目が強調表示され、+/UPまたは-/DOWN
ボタンを押して編集できます。SEL/ESCボ
タンを押すと数字が確定され、次の数字
が強調表示されます。コードを正しく入力
し、SEL/ESCボタンで確定すると、窒素排出
時間のリセットが完了します。 

 

 警告
窒素排出時間をリセットすると、アルゴリズ
ムの計算に影響を与え、重症や死亡に至
る危険性があります。リセットするのは、正
当な理由がある場合のみにしてください。 

3.1.1.7	 サービス情報
このサブメニューには、SCUBAPRO正規代
理店による前回のサービス日付が表示さ
れます。

 

F	注：サービス日付をリセットできる
のは、適切なツールと計器を備えた
SCUBAPRO正規代理店のみです。サー
ビス日付は、A2のシールをチェックし、
検証した後で初めて設定されます。

「LAST SERVICE」画面で+/UPボタンを押す
と、A2の現在のソフトウェアバージョンが表
示されます。最新バージョンはSCUBAPRO
ウェブサイトからダウンロードできます。

「5.2.6 A2をアップデートする」を参照して
ください。 

「SOFTWARE VERSION」画面から+/UPを
押すと、Bluetoothバージョン情報が表示さ
れます。



30 A2ユーザーマニュアル

3.1.2	 スイム設定
SETTINGSメニューの次のオプションは
SWIMです。SEL/ESCボタンを押して入ります。

SWIM SWIM HR

DEPTH

LENGTH

RETURN

SEL

ESC
UP

DOWN

UP

UP

UP

DOWN

DOWN

DOWN

ESC

3.1.2.1	 水泳中の心拍数
SWIM HR（水泳中の心拍数）メニューで
SEL/ESCボタンを押すと、水泳練習中に心
拍数をモニタリングするかどうかを選択で
きます。+/UPを押してONまたはOFFを選
択し、SEL/ESCボタンを押して選択を確定し
ます。 

 

F	注：A2の心拍数モニター機能は、特許
取得済みのSCUBAPRO心拍数ベルト
のみに対応しています。

3.1.2.2	 スイムストロークの深度と距離 
スイムストロークカウンターで正しい結果
を得るためには、ストロークの上下幅（1回
のストロークサイクルとしてカウントする深

度差=しきい値）と1ストローク当たりの距
離を設定する必要があります。
次の図は、パラメータを示しています。
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1ストロークあたり
の距離

ストロークの深さ

SWIMメニューでSEL/ESCを押すと、スイム
モード設定が開きます。SEL/ESCを押すと、
ストロークのしきい値（深度、距離の順）が
強調表示されます。値をあまり大きく設定
すると、大きな動きのみがストロークとし
て検出されます。値をあまり小さく設定す
ると、ストロークが過剰に検出されます。
テストをして、自分のスイミングスタイル
に応じた値に調整してください。+/UPま
たは-/DOWNボタンを押して、2cm/1イン
チ～40cm/16インチの間で値を選択しま
す。SEL/ESCボタンを一度短く押すと、設定
が保存されます。

 
SEL/ESCボタンを押すと、前のサブメニュー
に戻り、ストローク距離の設定に移動でき
ます。+/UPまたは-/DOWNボタンを押して、
これらの値を0.5m/2フィート～5.0m/16フ
ィートの間で設定できます。SEL/ESCボタン
を押して設定を確定します。
ストロークを距離に換算するには、A2に1
ストローク当たりの平均距離を設定する必
要があります。これは、歩数計で1歩の長さ
を使用して歩数を距離に換算するのと似て

います。この値をキャリブレーションするに
は、長さがわかるスイミングプールでA2ス
トロークカウンターを使用することで正し
い距離を計算します。
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3.1.3	 サウンド設定
SETTINGSメニューの次のオプションは
SOUNDです。SEL/ESCボタンを押して入り
ます。 

SOUND BUZZER

BUTTON

DIVE

RETURN

SEL

UP

DOWN

ESC

UP

UP

UP

DOWN

DOWN

DOWN

ESC

3.1.3.1	 ブザー
工場出荷時はブザーがオンになっていま
す。BUZZERサブメニューで、A2をステルス
モードに設定でき、すべての音がオフにな
ります。ただし、すべてのアラーム音をオフ
にするには、誤操作を防ぐためにセーフテ
ィコード313を入力する必要があります。

  

 

 警告
「BUZZER OFF」に設定すると、ダイブモ

ードで音声によるアラームと警告がすべて
無効になります。これは大変危険です。

3.1.3.2	 ボタンのビープ音
このサブメニューでは、ボタンを押したと
きの一般的なフィードバック用のビープ音
をオンまたはオフにできます。+/UPまた
は-/DOWNボタンを押した後でSEL/ESCを
押して、設定を保存します。

  

3.1.3.3	 ダイブ警告
このサブメニューでは、ダイブモードでの
警告をオンまたはオフにできます。+/UPま
たは-/DOWNボタンを押した後でSEL/ESC
を押して、設定を保存します。

  

F	注：ダイブ警告をオフにしても、ダイ
ブアラームはアクティブなままです。
ダイブアラームがオフになるのは、

「3.1.3.1 ブザー」の説明に従ってブ
ザーをオフにした場合のみです。
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3.1.4	 バッテリー残量を確認する
BATTERYメニューを選択すると、A2が前回
計測したバッテリー残量が表示されます。

 
このメニューでSEL/ESCボタンを押すと、新
たな計測が行われます。これは数秒ほどか
かります。A2に「PLEASE WAIT」（お待ちくだ
さい）というメッセージが表示され、バッテ
リー残量が更新されると消えます。

3.2	 陸上でのダイブ設定
メインメニューで S E L / E S C ボタンを押
し、DIVEメニューに入ります。 

DIVE MODE

SCUBA

APNEA

RETURN

UP

DOWN

SEL

ESC

ESC
DOWN

DOWN

DOWN

UP

UP

UP

WARNING
DOWN

UP

3.2.1	 ダイブモード選択
MODEメニューでは、お好みのダイブモード

（アプネア、スクーバ、ゲージ）を選択でき
ます。

MODE APNEA

SCUBA

GAUGE

UP

DOWN
SEL

ESC

DOWN

ESC

DOWN

UP

UP

  

F	注：ゲージモードとアプネアモードで
は体内残留窒素をトラッキングしない
ため、ロック時間が用意されており、こ
の時間が終了するまではスクーバモ
ードに変更できません。ゲージモード
でのロック時間は、最後にゲージモー
ドでダイビングしてから48時間です。
アプネアモードでのロック時間は、ダ
イビングが5m/16フィートより浅い場
合は12時間、5m/16フィートより深い
場合は24時間です。
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3.2.2	 スクーバモードの設定
スクーバに関連する設定は、このメニュー
にまとめられています。
SEL/ESCボタンを押すことで、以下のサブメ
ニューをスクロールできます:

SCUBA WATER

MB-LEVEL

CCR

SIDE MOUNT

PMG

TRIMIX

RETURN

SEL

ESC

ESC
UP

DOWN

UP

DOWN

UP

DOWN

UP

DOWN

UP

DOWN

UP

DOWN

UP

DOWN

DISPLAY
UP

DOWN

3.2.2.1	 水の種別の選択
A2は圧力を測定し、水密度を定数として
使用して深度を算出します。海水で深度
10m/34フィートの場合、淡水では深度約
10.3m/34フィートとなります。+/UPまた
は-/DOWNボタンを押して、海水または淡
水を選択します。SEL/ESCボタンを押して選
択を確定します。

  

F	注：この設定は、スクーバ、ゲージ、ア
プネアの全モードでの深度を調整し
ます。

3.2.2.2	 マイクロバブルレベルの選択
このメニューでSEL/ESCボタンを押すと、
マイクロバブルレベルが強調表示されま
す。+/UPまたは-/DOWNボタンを押すと、
個人設定をL0～L9の間で選択できます。 
L9は最も厳格な設定です。SEL/ESCボタン
を押して選択を確定します。

 

F	注：各マイクロバブルレベルでのダイ
ビングについては、「4.7 MBレベルで
のダイビング」を参照してください。
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3.2.2.3	 ダイブ画面のタイプ
このメニューでは、スクーバモードとゲー
ジモードでのダイビング中の画面タイプ
を選択できます。ライト画面またはクラシ
ック画面でのダイビングについて詳しく
は、「4.1.2.1 スクーバモード画面の選択」と

「4.1.2.2 ゲージモード画面の選択」を参照
してください。

  

3.2.2.4	 CCRモードを有効にする
CCRモードを有効にするには、メインメニ
ューに入ってDive -> Scuba -> CCRに進
み、SEL/ESCボタンを押して「ON」を選択し
ます。 

 
CCRを有効化すると、デフォルトのオープン
サーキットガスの比率がセットポイント設
定に変わります。 
CCRダイブユニットによってセットポイント
の精度が管理され、A2はこの精度の高い
数値を使用します。そのため、O2および不
活性ガスの補正を厳格に設定することがで
きます（N2と表示されますが、TMｘオプシ
ョンを有効にした場合にはHeにも影響を
与えます）。
以下の画面で示すように、それぞれについ
て0～10%の範囲で厳格さを設定できます。

 
例えば、O2補正のパーセント（%）値によ
り、CNS%クロック値に通常設定されている
ppO2の値が増加し、N2補正の値により、不
活性ガス吸収に通常設定されているppO2

の値が減少します（アルゴリズム）。

F	注：サイドマウントモードまたはCCR
ダイビングモードを起動すると、PMG
モードが自動で有効になります。この
モードでのディスプレイの構成につい
て詳しくは、「4.13 CCRモードでのダイ
ビング」の章を参照してください。

3.2.2.5	 サイドマウントモードを有効に
する 

サイドマウントモードを有効にするには、
メインメニューに入ってDive -> Scuba -> 
Sidemntに進み、SEL/ESCボタンを押して

「ON」を選択します。 

 
圧力のステップには、A2が残圧が低いタン
クから高いタンクへの切り替えを指示する
タンクの圧力差を定義します。10～50barの
間でステップを選択するか、「rule of thirds」

（1/3の法則）に従うかを選択できます。
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F	注：サイドマウントモードまたはCCR
ダイビングモードを起動すると、PMG
モードが自動で有効になります。この
モードでのディスプレイの構成につい
て詳しくは、「4.14 サイドマウントモー
ドでのダイビング」の章を参照してくだ
さい。 

3.2.2.6	 PMGモードを有効にする
PMGモードを有効にするには、メインメニ
ューに入ってDive -> Scuba -> PMGに進
み、SEL/ESCボタンを押して「ON」を選択し
ます。 

 
PMG（Predictive Multigas）モードでは、
タンクを2～8本使用することが可能です。
この機能の使用方法について詳しくは、

「4.15 複数の混合ガスによるダイビング」
の章を参照してください。

F	注：サイドマウントおよびCCRダイビン
グモードでは、PMGを有効化する必要
があります。

3.2.2.7	 トライミックスモードを有効に
する

トライミックスモードを有効にするには、
メインメニューに入ってDive -> Scuba 
-> Trimixに進み、SEL/ESCボタンを押して

「ON」を選択します。 

 
トライミックスをONにすると、ガス比率の
表示が標準のO2/Heになります。また、各ガ
スのAMD（絶対最浅深度）が表示されます。
この機能について詳しくは、「4.16 トライミ
ックスモードでのダイビング」の章を参照し
てください。

3.2.3	 アプネアモードの設定
アプネアダイビングに関連する設定は、こ
のメニューにまとめられています。
SEL/ESCボタンを押すと、次のサブメニュー
にアクセスできます：

APNEA TOTAL 
EXERCISE

SIF

DEPTH

DIVE 
INCREMENTAL

DIVE INTERVAL

SURFACE 
INTERVAL

SPEED

RETURN

SEL

ESC

DOWN

UP

UP

UP

UP

UP

UP

UP

UP

DOWN

DOWN

DOWN

DOWN

DOWN

DOWN

DOWN

ESC

LOW HR
UP

DOWN
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3.2.3.1	 アプネア練習中の合計深度
アプネアダイブセッション中の合計圧力の
変化を測定するために、A2には合計深度
カウンターが搭載されています。+/UPまた
は-/DOWNボタンを押すと、合計深度カウ
ンターを100m/300フィート～1000m/3301
フィートの間で設定できます。SEL/ESCボタ
ンを押して設定を保存します。合計深度に
達すると、A2が陸上でトーン音とダイビン
グ禁止警告の点滅による通知を行い、セッ
ションを終了して休憩をとるよう指示しま
す。

  

3.2.3.2	 水面休息時間の要素
アプネアダイビング団体は、ダイブ間の水
面休息時間について、潜水時間または深度
に基づく様々な勧告を提供しています。A2
には水面休息カウンターが搭載されてお
り、簡単な掛け算で水面休息時間を秒単位
で算出します。A2は、次の式に従ってこの
計算を行います。
次のダイブまでの水面休息時間 = 圧力（深
度）×潜水時間の平方根×SIF
参考として、次の表にいくつかの値を示し
ます。

潜水 
深度

潜水 
時間

水面休息 
時間

m ft 秒 秒
 

（
SI

F 
= 

5）

秒
 

（
SI

F 
= 

20
）

10 30 40 63 253
10 30 60 77 309
20 60 60 116 464
30 90 80 178 716
40 120 90 237 949

F	注：実際の深度と時間は、浮上中と潜
降中に計算されます。これは上の表に
は表示されていません。

  

SIFは、+/UPまたは-/DOWNボタンを押して
5～20の間で選択するか、OFFに設定して
無効にすることができます。SEL/ESCボタン
を押して設定を保存します。
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3.2.3.3	 デュアル深度アラーム
工場出荷時の初期設定では、デュアル深度
アラームはオフになっています。

  

このメニューで「AUDIBLE」を選択してこの
機能を有効にすると、最初の深度の選択画
面が表示されます。SEL/ESCボタンを押す
と、A2に2番目の深度の選択画面が表示さ
れます。

+/UPまたは-/DOWNボタンを押し、両方の
深度アラームを5～100m（20～330フィー
ト）の間で1m/5フィート刻みで設定できま
す。SEL/ESCボタンを押すと、最初の値が確
定し、2番目の深度を調整できます。

2番目のアラームの値も、最初のアラームと
同じ方法で設定できます。画面の左上に、
最初のアラームの深度が表示されます。

F	注：最初のアラームは、注意を喚起す
るために短時間ですが、2番目のアラ
ームは連続的に鳴ります。最初のアラ
ームの深度を2番目のアラームの深度
より深く設定すると、連続するアラーム
で最初のアラームが隠れ、聞こえなく
なる可能性があります。

3.2.3.4	 潜水深度のインクリメンタルア
ラーム

工場出荷時の初期設定では、潜水深度のイン
クリメンタルアラームはオフになっています。 
アラーム値は5～100m（20～330フィート）
の間で1m/5フィート刻みで選択でき、方向
はUP/DOWN/BOTHから選択できます。+/
UPまたは-/DOWNボタンを押して方向を
選択し、SEL/ESCボタンを押します。もう一
度+/UPまたは-/DOWNボタンを押して深
度を設定し、最後にSEL/ESCボタンを押し
て設定を保存します。
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3.2.3.5	 潜水時間間隔のアラーム
SEL/ESCボタンを押すと機能が強調表示
され、+/UPまたは-/DOWNボタンを押し
てAUDIBLEかOFFを選択し、潜水時間間
隔アラームを有 効また は 無 効 にできま
す。AUDIBLEを選択してSEL/ESCボタンを
押すと、時間の値が強調表示されます。+/
UPまたは-/DOWNボタンを押し、間隔を
15秒～10分の間で15秒刻みで選択できま
す。SEL/ESCボタンをもう一度押すと、設定
が確定します。

  

 

3.2.3.6	 水面休息時間間隔アラーム
SEL/ESCボタンを押すと機能が強調表示
され、+/UPまたは-/DOWNボタンを押し
てAUDIBLEかOFFを選択し、水面休息時間
間隔アラームを有効または無効にできま
す。AUDIBLEを選択してSEL/ESCボタンを
押すと、時間の値が強調表示されます。+/
UPまたは-/DOWNボタンを押し、間隔を
15秒～10分の間で15秒刻みで選択できま
す。SEL/ESCボタンをもう一度押すと、設定
が確定します。
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3.2.3.7	 「ローハートレート」アラーム
設定したレベルより心拍が下がると、A2
がアラームを起動できます。アラームは25
～100bpmの間に設定できます。

  

 
SEL/ESCボタンを押すと機能が強調表示
され、+/UPまたは-/DOWNボタンを押し
てAUDIBLEかOFFを選択し、「ローハートレ
ート」アラームを有効または無効にできま
す。AUDIBLEを選択してSEL/ESCボタンを
押すと、値が強調表示されます。+/UPまた
は-/DOWNボタンを押し、間隔を25～100
の間で選択できます。SEL/ESCをもう一度
押すと、設定が確定します。

3.2.3.8	 浮上速度アラーム
SEL/ESCボタンを押すと機能が強調表示
され、+/UPまたは-/DOWNボタンを押して
AUDIBLEかOFFを選択し、浮上速度アラー
ムを有効または無効にできます。AUDIBLE
を選択してSEL/ESCボタンを押すと、時間
の値が強調表示されます。+/UPまたは-/
DOWNボタンを押し、間隔を0.1～5.0m/秒

（1～15フィート/秒）の間で0.1m/秒または
1フィート/秒刻みで選択できます。SEL/ESC
ボタンをもう一度押すと、設定が確定しま
す。
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3.2.4	 警告設定
A2で直接有効にして編集できる警告は3つ
あります。残りの警告を編集/無効化するに
は、SCUBAPRO LogTRAKプログラムを使用
する必要があります。警告について詳しく
は、「4.4 ダイビング中のアラームと警告」を
参照してください。

WARNING DIVE TIME

DEPTH

MOD

RETURN

UP

DOWN

SEL

ESC

ESC
DOWN

DOWN

DOWN

UP

UP

UP

LIGHT
DOWN

UP

3.2.4.1	 潜水時間の警告を設定する
工場出荷時の初期設定では、潜水時間の
警告はオフになっています。「DIVE TIME」を
選択し、警告をオンに切り替えたら、+/UP
または-/DOWNボタンを押し、値を5～195
分の間で5分刻みで調整できます。SEL/ESC
ボタンを押して選択を確定します。

  

 

3.2.4.2	 潜水深度の警告を設定する
工 場 出 荷 時 の 初 期 設 定で は、潜 水 深 度
の警告はオフになっています。「DEPTH」
を選択し、警告をオンに切り替えたら、+/
UPまたは-/DOWNボタンを押し、値を5
～100m（20～330フィート）の間で1m/5フ
ィート刻みで調整できます。SEL/ESCボタン
を押して選択を確定します。

  

 

3.2.4.3	 MODアラームを設定する
工場出荷時の初期設定では、MODアラー
ムはオンになっています。アラームをオフ
にするには、誤ってオフにすることを防ぐた
めに、セーフティコード313を入力する必要
があります。

  

 
MODアラームでは、ガス設定で入力する最
大ppO2（酸素分圧）の値を使用します。デフ
ォルト値は1.4barです。
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 警告
1.6barより高い酸素分圧でのダイビング
は非常に危険で、重症または死亡に至る
危険があります。

3.2.4.4	 警告の視覚表示を設定する
このメニューでは、警告やアラームが発生
した場合にディスプレイのバックライトを
点灯して注意を促すA2の機能を有効また
は無効にできます。これは、警告音の追加と
なるA2の機能で、ダイバーが警告音を聞き
逃した場合でもダイバーが警告に気付ける
ようにします。

 

3.3	 ガス設定
このセクションでは、ガス関連の設定につ
いて説明します。メインメニューからGASメ
ニューに切り替え、SEL/ESCボタンを押しま
す。 

GAS GAS MIX

PAIRING

O2 RESET

SEL

ESC

DOWN

UP

UP

UP

DOWN

DOWN

FULL GAS
UP

DOWN

HALF GAS
UP

DOWN

RESERVE
UP

DOWN

RETURN
UP

DOWN

ここでは、使用しているタンクのガス含有量
とガスの最大分圧を変更できます。選択し
た値に対して最大行動可能深度（MOD）が
表示されます。ナイトロックスでのダイビン
グとMODについて詳しくは、「4.10 ナイトロ
ックスでのダイビング」を参照してください。
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3.3.1	 ガス酸素比率を設定する
標準的なタンク1本でのダイビングには、
酸素21%（空気）から酸素100%までの混合
ガスを選択できます。このガスに対して使
用するMOD上限に、最大酸素分圧（ppO2 
max）の値が必要です。初期設定は1.40bar
です。
GAS MIXサブメニューでSEL/ESCボタンを
押すと、ガス酸素比率が強調表示されま
す。+/UPまたは-/DOWNボタンを押すと、
値を21%～100%の間で設定できます。 

 

F	注：ダイブモードにアプネアまたはゲ
ージを選択した場合、GAS MIXの設定
は無効になります。

SEL/ESCを押してタンクの酸素比率を確定
すると、選択がppO2の上限値に変わりま
す。+/UPボタンまたは-/DOWNボタンを押
すと、1.00～1.60barの間で値を選択できま
す。SEL/ESCボタンを一度押すと、選択が保
存されます。

F	注：SEL/ESCボタンを長押ししてppO2

設定をキャンセルすると、酸素比率の
選択もキャンセルされます。 

 警告
1.6 barより高いppO2でのダイビングは危
険であり、気絶により溺れ、重症や死亡に
至る危険があります。

F	注： 酸素比率の選択を80%以上にする
と、ppO2は1.60 barに固定されます。

3.3.1.1	 PMG（Predictive Multi Gas）
PMGを有効にすると、最大8本のタンクをプ
リセットしてペアリングできます。O2設定は
次のように表示されます。

  

タンクを選択して（上図ではT1）、SEL/SEC
ボタンを押したら、酸素比率を編集できる
ようになります。酸素比率を確定後、次の画
面で最大ppO2（酸素分圧）の値を設定する
必要があります。SEL/ESCボタンで確定する
と、タンクを使用する準備が整います。
ダイビング開始時のデフォルトガスは常に
T1です。他のタンク（T2～T8）も、タンク1と
同じ要領で設定できます。

F	注：減圧ガスに対して、ボトムガスと異
なるppO2値を設定できます。

F	注：この機能を有効化する方法は、
「3.2.2.6 PMGモードを有効にする」
の章を参照してください。PMGモー
ドでのダイビングに関する詳細は、

「4.15 複数の混合ガスによるダイビン
グ」の章を参照してください。
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3.3.1.2	 トライミックス
トライミックスモードを有効にすると、酸素
設定が次のように表示されます。

  

タンクの選択方法はPMGと同様です（T1
～T8）。まず、選択したタンクの酸素比率を
設定してから、ヘリウム比率を設定してくだ
さい。

F	注：体に酸素を十分に供給するため
に、ダイビング開始時に使用するガス
には十分な酸素が含まれている必要
があります。ダイビングは常にT1から
開始するため、タンクT1の最小酸素
設定は18%になっています。タンクT2
～T8の最低酸素比率は8%です。

 
SEL/ESCを押して酸素とヘリウムの比率
を確定した後で、ppO2の上限と下限を設
定する必要があります。最大行動可能深度

（MOD）と絶対最浅深度（AMD）がこれら
の画面の一番下の行に表示されます。

 警告
AMDの値はppO2minの値に応じます。ア
ラーム深度がA2のダイビング開始深度
である0.8m/3フィートより浅い場合、深度
0.8m/3フィートに達するまでアラームは起
動しません。この状況は溺死してしまう危
険があります。

 警告
水面または浅い深度で、酸素比率21%未
満（低酸素ミックス）のガスを呼吸しながら
重労働を行うと、気絶により溺れる危険が
あります。

F	注：この機能を有効化する方法は、
「3.2.2.7 トライミックスモードを有効

にする」の章を参照してください。TMx
モードでのダイビングに関する詳細
は、「4.16 トライミックスモードでのダ
イビング」の章を参照してください。

3.3.1.3	 CCR
CCRモードを有効にすると、次のようにディ
リュエントタンクが表示されます。 

この画面でSEL/ESCボタンを押すと、ディリ
ュエントタンクの酸素濃度を21%～40%の
範囲で設定できます。

SEL/ESCボタンを押すとタンクの酸素比率
が確定され、ダイブ開始時のセットポイント

（SP1）ppO2が強調表示されます。+/UPボ
タンまたは-/DOWNボタンを押すと、値を
0.3～0.95barの間で選択できます。SELボタ
ンを押すと、値が確定します。
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ボトムセットポイント（SP2）は、ppO2が1.0
～1.4 barの範囲内であり、通常はボトムへ
の潜降中か、最大深度に達したときに有効
にします。SP2は酸素タンク専用であり、設
定手順はSP1と同じです。

F	注：この機能を有効化する方法は、
「3.2.2.4 CCRモードを有効にする」の
章を参照してください。CCRモードで
のダイビングに関する詳細は、「4.13 
CCRモードでのダイビング」の章を参
照してください。

3.3.2	 高圧トランスミッターのマウンティ
ングとペアリング

A2は、複数のSmartシリーズの高圧トランス
ミッターからタンク残圧の情報を受信するこ
とができます。それぞれのトランスミッター
は、ファーストステージの高圧ポートに取り
付ける必要があります。トランスミッターを
取り付けるには、まずファーストステージか
ら高圧ポートプラグを取り外してから、トラ
ンスミッターを所定の場所にねじ込みます。

F	注：トランスミッターを締め付けるに
は、適切なレンチを使用します。締め
すぎないように注意してください。
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Smartトランスミッターは、高周波を用いて
A2と通信します。通信を最適に行うには、ト
ランスミッターを下図のように配置するこ
とをお勧めします。

左手用のトランスミッターの位置

右手用のトランスミッターの位置 
Smartトランスミッターから受信したタンク
残圧シグナルをA2に表示するには、まず、
コード化された干渉が発生しない通信ライ

ンを確立する必要があります。この手順は、
トランスミッターごとに一度だけ行います。 
次の手順に従います。
•	 タンクがフルの状態で、ファーストステ

ージにSmartトランスミッターを取り付
けます。

•	 A2をペアリングモードに設定し（Gas 
-> Pairing）、SEL/ESCを押します。画面に

「PAIR TANK」（タンクをペアリング）と表
示されます。A2をトランスミッターに近
づけます。

•	 タンクバルブを開きます。

 
圧力がかかると、Smartトランスミッター
がA2にペアリングシーケンスを送信しま
す。A2がこの情報を受信すると、ディスプレ
イが変化し、タンクのラベルが一覧表示さ
れます（T1、T2など）。
Tank T1は、常にダイビング開始時のメイン
タンクとなります。その他のタンクは、「4.15 
複数の混合ガスを使ったダイビング」の章
で説明する複数の混合ガスでのダイビング
に使用します。

+/UPボタンまたは-/DOWNボタンを使用
して、トランスミッターに割り当てるタンク
を選び、SEL/ESCボタンを押して確定しま
す。ペアリングされたタンクの現在の圧力
が、一番下の行にBARまたはPSIで表示され
ます。
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タンクをペアリングしていない場合、タンク
残圧ではなく「nOP」と表示されます。T1を
ペアリングしたにも関わらずA2が信号を受
信しない場合、タンク残圧の値ではなく「- - 
-」と表示されます。

F	注：トランスミッター は 、ペ アリン
グ を 行う前 に 4 0 秒 以 上 、加 圧され
て い な い 状 態 にして お く必 要 が
ありま す。これ を 怠ると、ペ アリン
グ シ ー ケンス が 送 信 され ませ ん 。  
1つのトランスミッターとペアリングで
きるのは1つのタンクのみです。同じト
ランスミッターを2つ目のタンクにペア
リングすると、最初のペアリングが消
去されます。ただし、1つのトランスミッ
ターに複数のA2（またはその他の対
応SCUBAPROダイブコンピューター）
をペアリングすることはできます。

F	注：S m a r tトランスミッタ ー の 有
効 範 囲 は 約 1 . 5 m / 5フィートで す。 
• バッテリーの寿命を最大化するた
めに、40秒以上圧力に変化がない
と、トランスミッターの更新頻度が低
下します。また、圧力が14bar/200psi
以 下 に な る と オ フ に な り ま す 。 
トランスミッターのバッテリー残量が
低下すると、A2は下図のようにこのト
ランスミッターに割り当てられたタン
クを示す画面メッセージによって注意
を促します（T1 batt）。

トランスミッターのバッテリー交換の手順
については、「7.5 高圧トランスミッターのバ
ッテリーを交換する」の章を参照してくださ
い。

3.3.3	 ナイトロックス リセット時間
通常はエアのみでダイビングする人が、不
定期にナイトロックスでダイビングを行っ
た後でこの設定に戻したい場合は、A2をエ
アにリセットするデフォルト時間を設定し
ておくことができます。
SEL/ESCボタンを押すと、一番下の行で
時間が強調表示されます。+/UPまたは-/
DOWNボタンを押し、時間を1～48時間の
間で選択できます。ナイトロックス リセット
時間は、画面に「-- h」が表示されるまで+/
UPまたは-/DOWNボタンを押すことで無効
にできます。SEL/ESCボタンを一度押すと、
設定が保存されます。
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3.3.4	 フルガス 
これを有効（ON）にすると、ディスプレイ右
側のアナログ棒グラフが、選択されたタン
ク残圧を示します。グラフをスケールする
には、最大（フル）タンク残圧を選択する必
要があります。100～300 barの間に設定で
きます。

  

 

3.3.5	 ハーフタンク警告を設定する 
SEL/ESCボタンを押すと、ステータスON/
OFFが強調表示されます。「ON」を選択す
るとハーフガス警告が有効になり、「OFF」
を選択すると無効になります。ハーフガス
警告をアクティブにすると、圧力値が強調
表示され、+/UPボタンまたは-/DOWNボ
タンを押して50～200barの間で5bar刻
みで値を設定できます（50psi刻みで749
～2999psi）。SEL/ESCボタンを押して、設定
を確定します。

  

 

3.3.6	 タンクリザーブアラームを設定する 
SEL/ESCボタンを押すと、圧力値が強調
表示され、+/UPボタンまたは-/DOWNボ
タンを押して20～120barの間で5bar刻
みで値を設定できます（50psi刻みで299
～1749psi）。SEL/ESCボタンを押すと、設定
が確定します。

 

F	注：タンクリザーブ圧に達すると、アラ
ームが起動します。RBT計算で、タンク
リザーブ圧は完全に使い切ったタン
クを定義します。水面への浮上時に
は、タンクにリザーブ圧が残っている
必要があります。
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3.4	 ダイブプランを作成する
体内残留窒素量に基づいて次回のダイブ
プランを作成できます。プランナーでは、次
の情報も使用します：
1.	 選択した酸素濃度
2.	 選択した水の種別
3.	 選択したマイクロバブルレベル
4.	 最後に行ったダイビングでの水温
5.	 高度範囲
6.	 プランナー起動時の体内残留窒素排出

状況
7.	 規定の浮上速度の遵守状況
新 し い ダ イ ブ プ ラ ン を 設 定 す る に
は、PLANNERメニューまでスクロールして
SEL/ESCを押します。

3.4.1	 減圧不要プラン
ダイビング終了後、体内残留窒素排出時間
中に次のダイビングを計画する場合、水面
で休息する予定の時間を加算してプランナ
ーを開始する必要があります。時間は15分
刻みでプラスできます。

一番下の行に、現在の高度に続いて禁止高
度クラスが表示されます。A2による高所で
のダイビングについて詳しくは、「4.7 高所
でのダイビング」の章を参照してください。ダ
イビング禁止警告が表示されている場合、
ダイブプランで推奨される水面休息時間と
して、警告される時間が（15分単位に切り
上げて）表示されます。
水面休息時間が指定された場合や、窒素排
出が終了している場合、プランナーに深度
が3m/10フィート刻みで表示され、+/UPま
たは-/DOWNボタンを押してスクロールで

きます。その深度での減圧不要潜水時間が
表示されます。一番下の行に現在のガス比
率が表示されます。 

その深度における最長減圧不要時間の1%
に達すると、画面の左下で、ガス比率の代
わりにCNS%の値が表示されます。

F	注：ダイブプランで の 最 浅 深 度 は
9m/30フィートです。プランナーは、最
大酸素分圧に沿った深度のみを許可
します。酸素比率と最大酸素分圧の設
定は、GASメニューで行います。

MODが9m/30フィートより浅いと、ダイブプ
ランを作成できず、「MOD: LOW」と表示さ
れます。
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3.4.2	 減圧プラン
SEL/ESCボタンを押してダイブプランの深
度を確定した後は、+/UPボタンまたは-/
DOWNボタンを押して予定潜水時間を設
定できます。
下の画像では、予定潜水時間は最低17分
です。
開始ポイント（17分）は、「無減圧限界」時間
です。合計浮上時間とともに、最深深度で
の減圧停止またはMBレベルストップも表
示されます。 

F	注：ゲージモードかアプネアモードの
場合、プランナーは無効になり、このこ
とは次のような表示でわかります。

 

3.5	 ログブックを読む
LOGBOOKメニューでSEL/ESCボタンを押
すと、ダイブ統計とステップカウンター統計
を確認できます。 

3.5.1	 ダイブ統計
ダイブ統計を見るには、LOGBOOKメニュ
ーからDIVEサブメニューに入ります。

下の図では、このA2を使ってダイビング
を11本行っており、ログブックには潜水時
間が合計6時間記録され、最大深度は57.0 
m、最長潜水時間は80分間です。

SEL/ESCボタンを押すと、ログのリポジトリ
に入ります。+/UPまたは-/DOWNボタンで
ダイビングをスクロールできます。次の画
面には、ダイブ番号、ダイブモード、潜水開
始時刻と日付が表示されています。

上の画面でSEL/ESCボタンを押すと、ダイ
ブプロフィールがグラフィカルに表示され
ます。この画面には、最大深度、合計潜水時
間、最低水温、心拍数機能がアクティブであ
ること、タンク残圧が表示されています。
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上の画面で+/UPボタンを押すと、次の画面
のように、以下の情報が表示されます。 

ダイビングの反復潜水番号（「rep 1」は最初
のダイビング）、開始時刻と終了時刻、マイ
クロバブルレベル（L5）、高度クラス（C0）。 
上の画面で+/UPを押すと、選択されたダイ
ビングのタンク情報が表示されます。

F	注：A2のログブックの容量は、サンプ
リング速度を4秒にした場合に約50時
間です。

3.5.2	 ステップカウンター統計
ス テ ッ プ カ ウ ン タ ー 統 計 を 見 る に
は、LOGBOOKメニューからSTEPCTR（ステ
ップカウンター）サブメニューに入ります。

+/UPボタンと-/DOWNボタンで、日別、週
別、月別のステップカウンター統計をすくろ
ーる in スクロールできます。
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4.	 A2を使ってダイビングする
A2は高機能なダイブコンピューターであ
り、マルチガスやナイトロックスの減圧計
算、CCRモード、浮上速度の計算、警告など
が可能です。ダイビング中は、深度、潜水時
間、減圧ステータス、水温、タンク情報、実際
の残り潜水時間などの情報が表示されま
す。ダイビング後は、時計機能に加え、体内
残留窒素排出時間、飛行機搭乗待機時間、
水面休息時間、禁止高度クラスが表示され
ます。
A2で設定可能なダイブモードは、スクー
バ、アプネア、ゲージの3つです。各モードは
動作が異なるため、使用しているモードに
応じてボタンの機能も異なります。
ダイビング中の各ボタンの機能は、次の表
のとおりです。

LIGHT
押す = バックライト 
長押し = コンパスを起動
する

SEL/ESC

アプネアモードで「SURFACE 
INTERVAL」を表示した状態
で長押し = アプネア練習
を終了
押す = ブックマークを設定
する

+/UP

押す = 代替ダイブ画面をス
クロール
ゲージモードで平均深度を
表示した状態で長押し = 平
均深度カウンターをリセット
ゲージモードまたはスクーバ
モードでタイマーを表示した
状態で長押し = タイマーをス
トップ/再開

-/DOWN

押す = 代替ダイブ画面をス
クロール
アプネアモードで「SURFACE 
INTERVAL」を表示した状態
で長押し = アプネア練習
を終了 
ゲージモードまたはスクーバ
モードでタイマーがストップ
している状態で長押し = タ
イマーをゼロにリセット

4.1	 画面情報
A2を水に入れると、その前にどのような状
態であったかにかかわらず、ダイブモニタ
ーが自動的に開始します。表示される情報
について詳しくは、次のセクションで説明し
ます。
潜水時間：アプネアモードでは潜水時間が
秒で表示されますが、スクーバモードとゲ
ージモードでは分で表示されます。ダイビ
ング中に水面に浮上した場合、5分以内に
再び0.8m/3フィートより深く潜降した場合
にのみ、水面での経過時間が潜水時間にカ
ウントされます。これにより、水面に短時間
浮上して位置確認することができます。水
面では、潜水時間のカウントは止まってい
るように見えますが、バックグラウンドでカ
ウントは続いています。再び潜水すると、水
面での時間を含めてカウントが再開されま
す。0.8m/3フィートより浅い深度で5分以上
経過すると、そのダイビングは終了したと
みなされ、ログブックに保存されます。その
後水に入ると、潜水時間のカウントはゼロ
から開始されます。
表示できる最長潜水時間は999分です。こ
れより長いダイビングでは、潜水時間のカ
ウントが0分から再開します。
深度：メートル法での深度は0.1m刻みで
す。フィート表示では常に1フィート刻みで
す。最大行動可能深度は120m/394フィート
です。 
無減圧限界時間：実測値で計算され、4秒ご
とに更新されます。無減圧限界時間の表示
上限は199分です。

 警告
減圧停止が不要な場合を含め、すべての
ダイビングで、安全停止を深度3～5m/10
～15フィートで3～5分間行ってください。

次の章では、スクーバモードでのダイビン
グ機能について説明します。ゲージモード
またはアプネアモードを使用している場合
は、それぞれについて「4.11 ゲージモード
でのダイビング」と「4.12 アプネアモードで
のダイビング」を参照してください。
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4.1.1	 ダイブ待機モード
メインの日付/時刻画面で-/DOWNボタ
ンを長押しすると、ダイブ待機モードに
なり、現在のダイブ設定が表示されます。
ダイブモード、現在のMBレベル、水の種
別、MOD、ガス酸素比率、タンク残圧などの
情報が次のように表示されます。

ダイビング後は、-/DOWNボタンを押して
追加の画面を表示できます。これらの画
面には、ダイビング禁止時間（10時間）、飛
行機搭乗待機時間（2時間）、水面休息時間

（0:06）、反復潜水番号（1）、現在の高度ク
ラスと禁止高度クラス（03）などが表示され
ます。

さらに-/DOWNボタンを押すと、ダイビン
グ禁止時間（10時間）、飛行機搭乗待機時間

（2時間）、体内残留窒素排出時間（13:50）
が表示されます。

4.1.2	 ダイビング中の画面の設定
ダイビング中は、画面の一番上の行に深度
と潜水時間が常に表示されます。一番下の
行にはガス比率と水温が表示されます。画
面中央の情報は変わりますが、+/UPまた
は-/DOWNボタンを押して選択することも
できます。

4.1.2.1	 スクーバモード画面の選択
スクーバモードでは、ダイビング中の画面
バージョンをライトまたはクラシックの2つ
から選択できます。以下の画面では、画面
の中央に情報が表示されており、これらの
情報は以下のセクションで説明するように
選択できます。 

F	注：ダイビング開始時に画面の中央に
デフォルトで表示される情報は、無減
圧限界時間です。画面の中央で別の
情報を選択した場合、無減圧限界に達
した場合を除き、デフォルトへのタイ
ムアウトはありません。他の画面を選
択して3分経過すると、画面中央に減
圧時間と深度が表示されます。
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4.1.2.1.1	ライトバージョン

無減圧限界時間。減
圧停止が必要にな
るまで現在の深度
に滞在できる時間
です。

現在深度がフィート
またはメートル単
位でコンマなしで
表示されます。一番
上の行の深度と同
じ値が大きく表示さ
れます。

経過した潜水時間。
一番上の行の潜水
時間と同じ値で、サ
イズが大きいだけ
です。

タンク残圧

残り潜水時間

ガスの酸素比率。一
番下の行のO2%と同
じ値で、サイズが大
きいだけです。

4.1.2.1.2	クラシックバージョン

無減圧限界時間

残り潜水時間

現在のMBレベル

心拍数

現在時刻

タイマー
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水温

皮膚温度

現在のダイビング中
に達した最大深度

減圧停止

4.1.2.2	 ゲージモード画面の選択
ゲージモードでは、ダイビング中の画面バ
ージョンをライトまたはクラシックの2つか
ら選択できます。以下の画面では、画面の
中央に情報が表示されており、これらの情
報は以下のセクションで説明するように選
択できます。

F	注：A2をゲージモードに設定すると、
深度、時間、温度のモニタリングのみ
が行われ、減圧計算は一切行われま
せん。このため、スクロールできる代
替画面の数は少なくなります。

4.1.2.2.1	ライトバージョン

タイマー

現在深度

潜水経過時間

平均深度

タンク残圧

F	注：平均深度は、画面に表示されてい
るときに+/UPボタンを長押しするとリ
セットできます。
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4.1.2.2.2	クラシックバージョン

タイマー

平均深度

現在のダイビング中
に達した最大深度

現在時刻

心拍数

皮膚温度

F	注：ゲージモードとスクーバモードで
タイマーを表示中は、+/UPボタンを長
押ししてタイマーを停止できます。+/
UPボタンを繰り返し長押しすると、タ
イマーが再開します。タイマーが停止
した状態で-/DOWNボタンを長押しす
ると、タイマーをリセットできます。

4.1.2.3	 アプネアモード
SPORTメニューでAPNEAを選択してアプネ
アモードを起動すると、画面の中央で水面
休息時間のカウントが始まります。下に示
すように、前回のダイビングからの情報は
表示されません（一番上には深度が「- - -」
と表示され、一番下の行には反復潜水の番
号が「0」と表示されます）。 

ただし、水に入れた後は、サーフィス画面に前
回の最大深度、水面休息時間、水温、アプネア
セッション中の反復潜水数が表示されます。 

水面休息時間の画面で+/UPボタンを押す
と、次の表示をスクロールできます。

皮膚温度
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心拍数

現在のアプネアダ
イブセッションの合
計時間

2回目に水に入った後は、+/UPボタンまた
は-/DOWNボタンでアプネアダイビングの
画面をスクロールすると、次の情報が表示
されます。

前回セッションの合
計時間

前回セッション中に
達した最大深度

アプネアモードで水に入っている間は、こ
れら4つの画面に現在の潜水深度、時間、現
在の心拍数、皮膚温の値が表示され、+/UP
または-/DOWNボタンを押してスクロール
できます。

F	注：画面の中央部に大きいサイズで表
示される潜水深度は、小数点以下を四
捨五入していますが、実際の深度はよ
り詳細な値で保存されており、ログブ
ックには0.1m/1フィートの精度で表示
されます。

4.2	 安全停止タイマー
ダイビング中に10m/30フィートより深く潜
降した場合、深度5m/15フィートで安全停
止タイマーが3分間のカウントダウンを自
動的に始めます。6.5m/20フィートより深く
潜降すると、タイマーは消え、無減圧限界時
間が再び表示されます。5m/15フィートに
浮上すると、タイマーが再び自動的に起動
します。

4.3	 バックライトを点灯する
バックライトを点灯するには、左ボタンを
押します。バックライトの点灯時間の設定
は、「3.1.1.2 バックライト」を参照してくだ
さい。

F	注：「CHANGE BATTERY」警告が表示
されているときは、バックライトが点灯
しません。
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4.4	 ダイビング中のアラームと
警告

A2は、危険な状況が発生したときに、警
告とアラームで注意を促します。警告とア
ラームの設定は、メニューで変更すること
も、LogTRAKインターフェースを使って変
更することもできます。
一般的な警告とアラームは、画面の中央に
反転テキスト（黒字に白）で表示されます。
さらに、サウンド機能を有効にしていれば、
シグナル音も鳴ります。また、警告の視覚表
示機能も設定もできます。アラームや警告
が発生すると、A2のディスプレイのバック
ライトが点灯します。この機能を有効にす
ると、該当する警告が発生している限り、バ
ックライトが点灯します。この機能を有効に
する方法は、「3.2.4.4 警告の視覚表示を設
定する」の章を参照してください。警告は12
秒間表示されますが、SEL/ESCボタンを押
して確認することもできます。これにより、
アラーム表示が通常のダイブ画面に戻りま
す。ただし、警告が必要な状況が続く場合
は、+/UPまたは-/DOWNボタンでスクロー
ルして警告を再確認できます。アラームは
SEL/ESCボタンを押して確認することもで
きますが、代替画面には残され、+/UPまた
は-/DOWNボタンでスクロールできます。

 警告
ゲージモードでは、バッテリー低下、タンク
リザーブ、ハーフタンク、最大深度、最大潜
水時間、タンク圧シグナルアラームを除くす
べての警告とアラームがオフになります。
A2のブザーを無効にした場合、アラーム
音と警告はすべて消音されますが、画面に
は表示されます。

4.4.1	 最大深度の警告
最大深度の警告を有効にした場合、選択し
た深度に達すると、次の画面が表示されま
す。この警告を有効にする方法は、「3.2.4.2 
潜水深度の警告を設定する」の章を参照し
てください。

4.4.2	 MOD（ppO2max）アラーム
選択したガスの最大酸素分圧（ppO2）を超
過すると、「MOD + DEPTH」アラームが表示
されます。このアラームは、ppO2が安全範
囲内に収まる深度まで浮上するまで表示さ
れたままです。 

 警告
MODより深い場所へ潜降しないでくださ
い。このアラームを無視すると、酸素中毒
の危険があります。ppO2が1.6barを超える
と、突然のけいれんにより、重症または死
亡に至る危険性があります。

4.4.3	 AMD（ppO2min）アラーム
現在の混合ガスのAMDより浅い場所で、複
数の混合ガスによるダイビングを行うと、
絶対最浅深度（AMD）のアラームが発生し
ます。AMDについて詳しくは、「4.16.1 絶対
最浅深度（AMD）および最大行動可能深度

（MOD）」の章を参照してください。

 警告
AMDの値はppO2minの値に応じます。ア
ラーム深度がA2のダイビング開始深度
である0.8m/3フィートより浅い場合、深度
0.8m/3フィートに達するまでアラームは起
動しません。この状況は溺死してしまう危
険があります。 
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4.4.4	 潜水時間の警告
潜水時間の警告を有効にした場合、選択し
た時間に達すると、この警告が次の画面の
ように表示されます。この警告を有効にす
る方法は、「3.2.4.1 潜水時間の警告を設定
する」の章を参照してください。

4.4.5	 折り返し時間
潜水時間の警告が発生した場合、A2は折り
返して水面への浮上を開始すべきタイミン
グでアラートにより注意を促します。

4.4.6	 無減圧限界時間 = 2分の警告
意図しない減圧ダイビングを避けるため
に、減圧不要時間が2分に達したときに警
告するようA2を設定できます。これはL0減
圧不要時間とMB減圧不要時間の両方に適
用されます（MBレベルでのダイビングにつ
いては「4.7 MBレベルでのダイビング」の章
を参照してください）。これにより、減圧停止
やレベルストップの義務が発生する前に浮
上を開始できるようになります。

4.4.7	 無減圧限界時間の警告
最初の減圧停止義務が発生したときに警
告するようA2を設定できます。この警告に
より、水面に直接浮上できなくなったことが
通知されます。

4.4.8	 CNS O2警告（75%超）
A2は体内に蓄積された酸素量をCNS O2

クロックでトラッキングします。計算された
CNS O2の値が75%に達すると、A2はビープ
音を12秒間発し、次の画面が表示されます。 

4.4.9	 CNS O2アラーム（100%）
A2は体内に蓄積された酸素量をCNS O2

クロックでトラッキングします。計算された
CNS O2の値が100%に達すると、A2はビー
プ音を12秒間発し、「CNS 100%」アラーム
が表示されます。

 警告
CNS O2が100%に達すると、酸素中毒の危
険性があります。ダイビングを中止する手
順を始めてください。
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4.4.10	 L0減圧不要時間 = 2分の警告
MBレベルをL0より高く設定してダイビング
するときは、基準のL0情報は画面に直接表
示されません（ただし、代替情報として参照
できます）。MBレベルがL0より高いダイビ
ングでは、基準のL0減圧不要時間が2分に
達したときに警告するようにA2を設定でき
ます。

4.4.11	 減圧停止が必要になったときの
警告

最初の減圧停止義務が発生したときに警
告するようA2を設定できます。この警告に
より、水面に直接浮上できなくなったことが
ダイバーに通知されます。この警告は、ダイ
ブコンピューターをL0～L9に設定してダイ
ビングを行う場合にのみ該当します。

4.4.12	 減圧停止を怠ったアラーム
減圧停止が必要であるにも関わらず、指示
された停止深度より0.5m/2フィート以上浅
い深度に浮上すると、「MISSED DECO」アラ
ームが表示されます。このアラームは、必要
な停止深度から0.5m/2フィート以上浅い深
度にいる限り続きます。

 警告
減圧停止の指示を無視すると、重症や死
亡に至る危険があります。

4.4.13	 MB停止を無視
MBレベルをL0より高く設定してダイビング
しており、MBレベルストップが必要なとき、
最初のMBレベルストップ深度より上に浮
上すると警告を発するようにA2を設定でき
ます。これにより、必要なストップを忘れず
に行えます。

4.4.14	 MBレベル低下の警告
MBレベルをL0より高く設定してダイビング
しており、MBレベルストップが必要なとき、
最初のMBレベルストップ深度より1.5m/5
フィート以上浅い深度に浮上すると、A2は
MBレベルを次に可能なレベルに引き下げ
ます。ディスプレイに、新しいMBレベルが
表示されます。このときに警告するようA2C
を設定できます。
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4.4.15	 浮上速度アラーム
A2は可変の最適浮上速度を取り入れてい
ます。浮上速度の範囲は3～10m/分（10
～33フィート/分）です。以下の表に、深度範
囲とそれに対応する速度を示します。

深度 浮上速度
m ft m/分 ft/分
0 0 3 10

2.5 8 5.5 18
6 20 7 23

12 40 7.7 25
18 60 8.2 27
23 75 8.6 28
31 101 8.9 29
35 115 9.1 30
39 128 9.4 31
44 144 9.6 32
50 164 9.8 32

120 394 10 33
浮上速度が速すぎると、圧力の急激な低下
によってマイクロバブルが形成されます。
逆に、浮上速度が遅すぎると、高い環境圧
への暴露が長期化することにより、体内の
細胞の一部（または全部）に窒素がより多く
蓄積されます。
浮上速度が最適な値の110%をオーバーす
ると、「SLOW DOWN」アラームが表示され
ます。 

4.4.16	 SOS
推 奨され た 減 圧 停 止 に従わず に、水 深
0.8m/3フィートより浅い深度に3分以上留
まると、SOSモードに切り替わります。SOS
モードになると、A2はロックされ、その後24
時間はダイブコンピューターとして使用で
きなくなります。SOSロックされてから24時
間以内にこれを使ってダイビングすると、ゲ
ージモードに自動で切り替わり、減圧情報
は表示されません。

ゲージモードで
のSOS

スクーバモードで
のSOS

 警告
減圧停止の指示を無視すると、重症や死
亡に至る危険があります。ダイビング後に
減圧症の兆候や症状が見られた場合、ダ
イバーは緊急で治療を受けなければ、重
症または死亡に至る危険があります。
減圧症の治療としてダイビングをしないで
ください。 
コンピューターがSOSモードになった後で
ダイビングをしないでください。
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4.4.17	 バッテリー残量低下アイコン
ダイビング中にバッテリー残量が危険域ま
で低下すると、A2がアラートを発します。こ
の場合、コンピューターが正常に機能しな
くなって停止する可能性があるため、速や
かにダイビングを中止する手順を始める必
要があります。バックライトやアラーム音な
ど一部の機能が利用できなくなります。

 警告
時計モードでバッテリーマークが点滅して
いるときは、ダイビングを開始しないでく
ださい。コンピューターの機能がダイビン
グ中に停止する可能性があり、重症や死
亡に至る危険があります。

4.4.18	 タンク残圧シグナル
トランスミッターからの信号が70秒以上
A2に受信されないと、信号音がオフになり、

「BAD SIGNAL」というメッセージが12秒
間表示されます。信号の受信が30秒以上
途絶えたら、もう一度信号音が鳴り、画面に

「SIGNAL LOST」というメッセージが表示
され、タンク残圧は「- - -」になります。

 

 警告
「SIGNAL LOST」が発生すると、A2内のタ
ンク残圧関連情報がすべて無効になりま
す。このような場合、バックアップ計器を使
用して残圧をモニタリングし、水面まで安
全に浮上してください。水中でガス切れを
起こすと危険であり、重症や死亡にいたる
場合があります。

4.4.19	 RBT = 0分
現在の深度での残り潜水時間が0に達する
と、次のアラームが発生します。

「SIGNAL LOST」が発生すると、A2内のタン
ク残圧関連情報がすべて無効になります。
このような場合、バックアップ計器を使用し
て残圧をモニタリングし、水面まで安全に
浮上してください。水中でガス切れを起こ
すと危険であり、重症や死亡にいたる場合
があります。

4.4.20	 ハーフタンク警告
ハーフタンク警告を有効にした場合、選択
したタンク残圧に達すると、次の画面が表
示されます。この警告を有効にする方法は、

「3.3.5 ハーフタンク警告を設定する」の章
を参照してください。
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4.4.21	 タンクリザームアラーム
プリセットしたタンクリザーブ圧に達する
と、アラームが発生します。RBT計算で、タン
クリザーブ圧は完全に使い切ったタンクを
定義します。水面への浮上時には、タンクに
リザーブ圧が残っている必要があります。

F	注：この機能を有効にする方法は、
「3.3.6 タンクリザーブアラームを設定

する」の章を参照してください。

4.5	 NO DIVE警告
リスクが増大したことをA2が検知すると（
過去のダイビングによるマイクロバブル蓄
積の危険性がある場合や、CNS O2レベル
が40%を超えた場合）、次のダイビングをす
ぐに行わないようにアドバイスするために
ダイビング禁止マークが画面に表示されま
す。ダイブモードディスプレイの左上に、次
のダイビングまで待機する必要がある時間
が表示されます。
NO DIVE警告がコンピューター画面に表
示されている場合は、ダイビングを行わ
ないでください。この警告が発生した原因
が、CNS O2が40%を超えたことではなくマ
イクロバブルの蓄積である場合、無視して
ダイビングを行うと、減圧不要時間が短く
なるか、減圧停止時間が長くなります。さら
に、ダイビング終了時のマイクロバブル警
告の時間が大幅に長くなります。

4.6	 NO FLY時間（飛行機搭乗待
機時間）

飛行機搭乗待機時間とは、飛行機に搭乗す
ると気圧の低下により減圧症を発症する危
険性がある時間であり（高所に移動する場
合と同様）、ダイブコンピューターの減圧モ
デルに従って算出されます。この制限時間
が経過するまでは、ダイブモードディスプレ
イの右上に飛行機搭乗禁止マークとカウン
トダウンタイマーが表示されます。

4.7	 MBレベルでのダイビング
マイクロバブルとは、ダイビング中にダイバ
ーの体内に蓄積される小さな気泡であり、
通常は浮上時またはダイビング後の水面
休息中に自然に消えます。無減圧限界時間
以内に終了したダイビングや、減圧停止の
指示に従ったダイビングでも、静脈血循環
でのマイクロバブルの形成を防ぐことはで
きません。 
これが動脈循環に移動すると、危険なマイ
クロバブルとなります。静脈血循環から動
脈循環にマイクロバブルが移動する理由
は、肺に大量のマイクロバブルが蓄積され
るためだと考えられています。SCUBAPRO
は、これらのマイクロバブルからダイバー
を守る最新テクノロジーをA2に搭載してい
ます。
A2では、特定のニーズに応じてMBレベル
を選択でき、マイクロバブルから一定レベ
ルの保護が提供されます。MBレベルを利
用するダイビングでは、浮上中に追加の停
止を行うため、浮上プロセスが遅くなるた
め、より長い時間をかけて体内残留窒素を
排出することになります。これはマイクロバ
ブルの形成とは逆の作用となり、安全性が
向上します。
A 2 に は 1 0 段 階 の マ イク ロ バ ブ ル レ
ベ ル が ありま す（ L 0 ～ L 9 ）。レ ベ ル L 0
は、SCUBAPROの定評ある減圧モデル「ZH-
L16 ADT PMG」に対応しており、マイクロバ
ブルの形成による追加の停止は不要です。
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レベルL1～L9では、マイクロバブルの形成
に対する保護が強化され、L9が最高レベル
で最も保守的になります。
減圧ダイビング中や無減圧限界時間内の
ダイビング中の画面表示と同じように、A2
はMB減圧不要時間が終了するとすぐに、1
回目のレベルストップの深度と時間、浮上
の合計時間を表示します。MB減圧不要時
間は通常の減圧不要時間より短いため、レ
ベルL0を使うダイバーよりも早く、停止を行
う必要があります。
必要な停止を無視しても、低いMBレベル
にステップダウンするだけです。つまり、ダ
イビング前にレベルL8を選択して、ダイビ
ング中にL8で推奨される停止を無視する
と、A2の設定がL7より下の設定に自動調整
されます。
MBレベルL0でのダイビングとL9でのダイビ
ングの比較:
A2ダイブコンピューターを2つ同時に使用
し、一方のMBレベルをL9に、もう一方のMB
レベルをL0に設定した場合、L9のダイブコ
ンピューターの無減圧限界時間は短くな
り、L0のダイバーと同じ減圧停止義務が発
生するまで、より多くのレベルストップが求
められます。このような追加の停止を行うこ
とで、マイクロバブルが消失します。

時間

深
度

4.8	 PDIS（プロファイル依存中間
停止）

4.8.1	 PDISの概要
ダイブコンピューターの主な目的は、体内
残留窒素量をトラッキングし、安全な浮上
手順を推奨することです。無減圧限界内で
のダイビングの場合は、ダイビング終了時
に水面に直接浮上することができます。た
だし、安全な浮上速度を守る必要がありま
す。一方、減圧不要時間を超えたダイビング

（減圧ダイビング）の場合、ダイビングを終
了して水面に戻る前に特定の深度で減圧
停止を行って、過剰な体内残留窒素を体か
ら排出する必要があります。
いずれの場合にも、ダイビング中の最大深
度から水面までの中間にあたる深度で、数
分間停止すると効果的です。あるいは、減圧
ダイビングの場合は、最初の（一番深い）減
圧停止の深度と水面の中間にあたる深度
で数分間停止します。
このような中間停止は、この深度での周囲
圧力が窒素排出を促すのに十分な低さで
あれば、たとえ圧力差が微小でもすぐに効
果を発揮します。このような状況でも、体か
らゆっくりと窒素を排出しながら、サンゴを
回遊してダイビングを楽しむことなどがで
きます。
近年、いわゆる「ディープストップ」が一部
のダイブコンピューターやテーブルに導入
されています。ここでの「ディープ」とは、ダ
イビングで到達した最大深度と水面（ある
いは最初の減圧停止を行う深度）の中間に
あたる深度と定義されます。深度30m/100
フィートで2分経過しても15分経過しても、
ディープストップはどちらも15m/50フィー
トとなります。
PDISでは、名前が示すように、A2がダイブ
プロファイルを解釈し、それまでの体内窒
素蓄積量に対する関数として中間停止を提
案します。従ってPDIストップは、ダイビング
中、継続的に変化するダイバーの体の状態
を反映して変化します。同様に、PDISでは前
回のダイビングからの体内残留窒素も考慮
します。従って、PDISは反復潜水にも依存し
ます。従来のディープストップは、これらの
要素を完全に無視しています。
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次の図は、2つのダイブプロファイルを例に
とり、PDISを定量化し、体内に蓄積された
窒素量との依存関係を示しています。また、
この図から、PDISと初歩的な「ディープスト
ップ」の概念的な違いもわかります。この図
では、
最大深度40m/132フィートで2つのダイブ
プロファイルを比較しており、非常に異なり
ます。
プロファイル1では、深度40m/132フィート
に7分間滞在した後で、30m/100フィートに
3分間、20m/65フィートに12分間滞在して
います。プロファイル2では、深度40m/132
フィートに2分間滞在した後で、21m/69フィ
ートに浮上して33分間滞在しています。い
ずれのダイブプロファイルも、減圧不要時
間内の減圧不要ダイビングです。
実線は、プロファイル1でのダイビング中に
コンピューター画面に表示されるPDIS深度
を示します。点線は、プロファイル2でのダ
イビング中にコンピューター画面に表示さ
れるPDIS深度を示します。体内に窒素が蓄
積するにつれ、表示されるPDIS深度は深く
なりますが、その経過は2つのダイビングで
大きく異なります。これは、2つのダイブプロ
ファイルでの状況が異なるためです。プロ
ファイル1では、25分の時点でPDIストップ
を行っていますが、プロファイル2では、37
分でPDIストップ行った後、5m/15フィート
で安全停止を行っています。
一方、小さいドットの点線は、従来のディープ
ストップ方式でコンピューターに表示される
であろう深度を示します。これは2つのダイブ
プロファイル両方で同じになります。ディー
プストップの場合、最大深度を除き、ダイブ
自体に関する情報はすべて無視します
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PDISプロファイル1

ディープストップ

PDISプロファイル2

40m

30m

20m

10m

8分 16分 24分 32分 40分 48分

潜水時間

深
度

ダイブプロファ
イル2

ダイブプロファ
イル1

安全停止

PDIストップ

4.8.2	 PDISのメカニズム
A2に採用されている減圧計算モデル（ZH-
L16 ADT MB PMG）では、体を16個の「コン
パートメント」に分類し、適切な物理法則
に従ってそれぞれのコンパートメントでの
窒素の蓄積と排出を演算的に追うことによ
り、減圧ステータスをトラッキングします。
さまざまなコンパートメントは、中枢神経
系、筋肉、骨、皮膚といった身体の部位をシ
ミュレーションしています。
PDIストップの深度は、減圧計算用の先行
コンパートメントが窒素の蓄積から排出に
切り替わる深度として計算されます。ダイバ
ーは、表示された深度より浅い深度で、2分
間の停止が推奨されます（これは、表示さ
れる深度より少し下に留まることが求めら
れる減圧停止とは反対となります）。この中
間停止中、ダイバーの体内の先行コンパー
トメントでは、窒素がそれ以上蓄積されず、

（圧力差が微小でも）排出されます。このこ
とと、比較的高い周囲圧により、マイクロバ
ブルの成長が阻害されます。ハーフタイム
が最大10分である4つの最速コンパートメ
ントは、PDIストップの決定に考慮されませ
ん。これは、これらのコンパートメントが「先
行」するのは非常に短いダイビングのみで
あり、中間停止がまったく必要ないためで
す。 

F	注：PDIストップは必ず停止する必要
はなく、5m/15フィートで3～5分間行
う安全停止の代わりにはなりません。

 警告
PDIストップを行った場合でも、5m/15フィ
ートで3～5分間の安全停止は必ず行う必
要があります。すべてのダイビングの最後
に5m/15フィートで3～5分間の安全停止
を行うことは、自分の体を守るために最善
の安全策となります。
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4.8.3	 PDISによるダイビング
計算されたPDIストップが深度8m/25フィー
トより深ければ、この深度が画面に表示さ
れ、浮上中にこの深度に到達するまで表示
されたままになります。A2はダイブ中に16
個のコンパートメントにおける窒素の蓄積
をトラッキングして表示しますが、この値は
刻々と変化します。PDIS深度は常に最適な
値を反映して更新されます。

減圧不要ダイビング中にこの深度まで浮上
すると、2分間のカウントダウンが表示され
ます。

次の3つの状況のいずれかがあります。
•	 規定の深度より上、3m/10フィート以内

に、2分間留まる。カウントダウンタイマー
は消え、PDISが正常に完了します。

•	 PDISより0.5m/2フィート以上深い深度に
潜降した。カウントダウンタイマーは消え
ます。次回、PDIS深度まで浮上すると、タ
イマーが再び表示されて2分間のカウン
トダウンが始まります。

•	 PDISより3m/10フィート以上浅い深度に
浮上した。PDISの値とカウントダウンタ
イマーは消え、PDISは実行されていま
せん。

F	注：A2はPDIストップを無視すると警
告を発します。MBレベルでのダイビン
グで、PDISは前述と同じルールに従い
ます。MBレベルによって、L0ベースの
アルゴリズムより早く、より深い深度で
停止が指示されます。そのため、PDIS
の表示が遅れる場合があり、ダイビン
グによっては一切表示されない可能
性があります。これは、エア（酸素21%
）を使い、MBレベルをL5に設定して行
う、深度の浅いダイビングなどです。

4.9	 高所でのダイビング

4.9.1	 ダイビング終了後の高所警告
高所へ移動するのは、ダイビングで浮上を
始める状況と似ています。人体は低い窒素
分圧に曝露され、窒素の排出が始まりま
す。ダイビング後は体内残留窒素量が多い
ため、通常は問題のない高度に上がるだ
けでも、減圧症になる危険があります。その
ため、A2は大気圧を定期的にモニタリング
し、その値を使って体内残留窒素量と窒素
排出状況を評価します。A2が現在の体内残
留窒素量で許容されない大気圧の低下を
検出すると、潜在的に危険な状況を知らせ
る警告が発生します（高度マークが点滅を
始めます）。
A2は体内残留窒素排出時間をカウントダ
ウンし、体内残留窒素が飛行機に搭乗し
たり峠を越えたりしても安全な域になるま
で、飛行機搭乗待機時間とともに「ダイブ待
機モード」画面に表示します。
許容される高度（現在の体内残留窒素量で
はこの高度を超えるべきではないとA2が
計算する高度）が、飛行機搭乗待機時間と
水面休息時間の下に表示されます。詳しく
は、「2.3.2 高度、気圧、および温度の値を読
み取る」の章を参照してください。
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4.9.2	 高度と減圧アルゴリズム
大気圧は高度と気象条件に影響されます。
大気圧が体内への窒素の取り込みと排出
に影響を与えることを意味するため、これ
はダイビングにおいて考慮すべき重要な
ポイントです。A2では、下図のように高度範
囲を5つのクラスに分類しています。

高度クラス 高度 気圧切り替え 
ポイント

ダイブコンピュ
ーター 
モード

ゲージ 
(減圧停止データなし)

スクーバ

スクーバ

スクーバ

スクーバ

大気圧の切り替えポイントは気候条件の影
響を受けて違うレベルになるため、高度ク
ラスは、おおよその高度になります。

 警告
高度クラス4以上では、A2はゲージモード
でのみ機能します（モードが自動で切り替
わります）。

F	注：現 在 の 高 度 ク ラ ス と 高 度
は、ALTIMTRメニューで確認できます。

F	注：A2は高度を自動的に処理します。
大気圧を60秒間隔でモニタリングし、
大幅な低下を検知すると、新しい高度
範囲と、該当する場合は禁止高度を示
します。また、体内残留窒素排出時間
を示します。これは、新しい大気圧に
適応するための時間です。この適応時
間内にダイビングを開始すると、体内
にまだ残留窒素があるため、「反復潜
水」と見なされます。

F	注：山から急に下山したり、飛行機で
急に上昇したりすると、ダイブモード
が起動する場合があります。12時間経
過すると、A2がこの「ダイビング」を自
動的に検知して終了させます。あるい
は、+/UPボタンと-/DOWNボタンを同
時に長押しして、チェックを手動で開
始することもできます。このように誤っ
て開始されたダイビングはA2のログ
ブックに保存されません。
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4.9.3	 禁止高度
ダイビング後に飛行機搭乗を含め、高所に
移動すると、体が気圧の低下にさらされま
す。飛行機搭乗待機時間と同様に、A2はダ
イビング後に安全に移動できる高度と、安
全に移動できない高度をアドバイスしま
す。ダイビング後に車で峠を越えて帰宅す
る必要がある場合は、この情報が非常に重
要であり、プランナーで確認できます。 

一番下の行の中央には現在の高度クラス
が、右側には禁止高度が表示されます。上
の例では、ダイバーが現在滞在している高
度クラスは2で、2時間30分経過するまで
4000m以上の高度（クラス4）に移動しては
いけません。中央の行で時間を増やすと、
現在の高度クラスでの経過時間が長くなる
ことで体内残留窒素の排出が進むため、許
可される高度が高くなります。

 警告
大気圧が610mbar（高度4000m/13300フ
ィート超）より下がると、A2は減圧計算を
やめ、スクーバモードではなくゲージモー
ドで起動します。さらに、この高度ではダイ
ブプランナーも使用できなくなります。

4.9.4	 高所の湖での減圧ダイビング
高所でも適切に減圧を行うために、高度ク
ラス1、2、3では3m/10フィートの減圧停止
ステージが2m/7フィートステージと4m/13
フィートステージに細分されます。
大気圧が610mbar（高度4000m/13300フィ
ート以上）より下がると、A2は減圧計算をや
め、自動的にゲージモードになります。さら
に、この高度クラスではダイブプランナーも
使用できなくなります。

4.10	 ナイトロックスでのダイビング
ナイトロックスとは、酸素と窒素を混合した
呼吸用ガスであり、酸素の比率を21%（エ
ア）より高くしています。ナイトロックスは窒
素含有量がエアより少ないため、同じ深度
でもエアより体内残留窒素量が少なくて済
みます。
ただし、ナイトロックスの酸素濃度を高める
と、同じ深度で混合ガスにおける酸素分圧
が増えます。大気分圧より高いと、酸素は人
体に有害になります。これは次の2つに分
類できます。
1.	 1.4bar以上の酸素分圧による急性影響。

高い酸素分圧への曝露時間の長さとは
関係なく、急性の影響は実際の分圧レ
ベルに応じて異なります。一般に、ダイ
ビング中のアクティブな段階では1.4bar
までの分圧が許容され、減圧中の最大
酸素分圧は最大1.6barです。

2.	 (反復潜水や長時間のダイビングによ
り）0.5bar以上の酸素分圧に長時間曝
露されたことによる影響。中枢神経系に
影響し、肺などの重要な器官に障害を
与える可能性があります。中枢神経系へ
のより深刻な影響と、それより危険性が
低い長期的な肺毒性に分けることがで
きます。A2は、高い酸素分圧によって生
じる急性の影響と長時間の曝露による
影響を次のように処理します。

急性影響：ユーザーの定義した最大酸素分
圧に対してMODアラームが設定されます。
酸素濃度を入力すると、定義された最大酸
素分圧に対応するMODが表示されます。
最大酸素分圧の初期設定は1.4barです。こ
の値は、1.0～1.6barの間で自由に調整可
能です。あるいは、「off」にすることもできま
す。この設定の変更方法について詳しくは、

「3.3.1 酸素比率を設定する」の章を参照し
てください。



70 A2ユーザーマニュアル

長時間の暴露による影響：A2は、CNS O2ク
ロックを使ってこの影響を「トラッキング」
します。CNS O2のレベルが100%以上にな
ると、長時間の曝露による影響というリス
クがあるため、A2はこのレベルになるとア
ラームを発します。また、CNS O2レベルが
75%になると警告を発します。CNS O2クロ
ックは、ユーザーが設定した最大酸素分
圧の値には影響されません。CNS O2 75%
の警告とCNS O2 100%のアラームはダイ
ビング中に発生する可能性がありますが（
詳細は「4.4.8 CNS O2警告（75%超）」およ
び「4.4.9 CNS O2アラーム（100%）」の章を
参照）、ダイビング後の残りのCNS O2値は「
ダイビング待機」画面の左下に表示されま
す（下の例では56%）。

CNS O2クロックは、酸素分圧が0.5barを上
回ると上昇し、酸素分圧が0.5barを下回る
と下降します。したがって、水面でエアを呼
吸している間は、CNS O2クロックは常に下
降します。ダイビング中に各種混合ガスで
0.5barに到達する深度は次のとおりです。
エア：13m/43フィート
酸素32%：6m/20フィート
酸素36%：4m/13フィート

F	注：酸素濃度が80%以上の場合、最大
酸素分圧は1.6barに固定され、変更は
できません。

4.11	 ゲージモードでのダイビング
A2をゲージモードに設定すると、深度、時
間、温度のモニタリングのみが行われ、減
圧計算は一切行われません。体内残留窒素
の排出が完了している場合のみ、ゲージモ
ードに切り替えることができます。バッテリ
ー残量低下アラームを除くすべての警告と
アラーム（音声と画面）が無効になります。

 警告
ゲージモードでのダイビングは、ご自分の
責任において実施してください。ゲージモ
ードでのダイビング終了後、またこのコン
ピューターで減圧ダイビングを行うとき
は、間隔を48時間以上あけてください。

陸上でゲージモードにすると、体内残留窒
素排出時間もCNS O2%の値も表示されませ
ん。ただし、最大24時間の水面休息時間と
48時間の飛行機搭乗待機時間は表示され
ます。この飛行機搭乗待機時間は、ダイブモ
ードに切り替えられない期間でもあります。

ゲージモードでダイビングを終了すると、
一番上の行に潜水時間が表示されます。中
央の行にはタイマーが表示され、潜水開始
時間からの（または前回手動で再開してか
らの）時間がカウントされます。一番下の行
には水温が表示されます。5分間のタイムア
ウト後、画面がゲージモードに変わり、ダイ
ビング待機メニューになります。

 
ゲージモードでのダイビング中、一番上の
行には深度と潜水時間、中央の行にはタイ
マー、一番下の行には水温が表示されま
す。+/UPボタンを長押しすると、タイマーを
停止したり再開したりできます。タイマーが
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停止した状態で-/DOWNボタンを長押しす
ると、タイマーをリセットできます。中央の
代替表示は、+/UPまたは-/DOWNボタンを
押してスクロールできます。

F	注：ゲージモードでのダイブ画面の構
成について詳しくは、「4.1.2.2 ゲージ
モード画面の選択」を参照してくださ
い。

4.12	 アプネアモードでのダイビング
アプネアモードでは、最大深度を正確に測
るために、0.25秒間隔で深度を測定します。
ログブックには1秒間隔でデータが保存さ
れます。アプネアモードでは、-/DOWNボタ
ンを長押しして、ダイビングを手動で開始ま
たは停止することもできます。これにより、ス
タティックアプネアダイビングにもA2を使
用でき、通常はダイビングが自動で始まる
水深0.8mでもダイビングが始まりません。
アプネアモードでは、水から上った後のサ
ーフィス画面に、最大深度、水温、反復潜水
の数が表示されます。画面の中央では水面
休息時間がカウントされます。

水面休息時間の画面で+/UPボタンまた
は-/DOWNボタンを押すと、前回のダイビン
グでの皮膚温（37°C）、心拍数（115 bpm）、 
最大深度（4m）および潜水時間（01.13分）
と、現在のアプネア練習の合計時間（00:04）
が表示されます。 

  

 

アプネアモードでのダイビング中は、画面
に皮膚温、心拍数、現在の潜水時間、深度、
水温、現在のセッション内の反復潜水数が
表示されます。
中央の代替表示は、+/UPまたは-/DOWN
ボタンを押してスクロールできます。 
アプネアモードでの表示は次のとおりです。
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潜水経過時間

現在深度

皮膚温度

心拍数 

ゲージモードと同じく、A2はアプネアモー
ドで減圧計算を行いません。体内残留窒素
の排出が完了している場合のみ、ゲージモ
ードに切り替えることができます。また、A2
は5mより浅い深度でのダイビング後は12
時間、それより深い深度でのダイビング後
は24時間にわたってアプネアモードにロッ
クされます。

4.13	 CCRモードでのダイビング
CCR（クローズドサーキットリブリーザー）
システムは、オープンサーキットのスクーバ
システムより歴史が長いと考えられます。手
動制御の基本的な動作原則は、信頼性の
高いレギュレーターシステムを必要としな
いためです。また、CCRシステムはオープン
ループシステムと比べてガスの使用効率が
高くなります。これは、呼吸ループに酸素が
必要な量だけ追加されるためです。人体か
ら生成される二酸化炭素は、スクラバーで
計算されます。副次的な効果として、CCRシ
ステムはほとんど気泡を発生しないため、
写真撮影や魚の観察を行う場合に有用で
す。CCRシステムでは、呼吸ガスのppO2（酸
素分圧）が一定に保たれます。CCRシステム
自体がこれを制御します。オープンループ
システムと比べ、ppO2が一定に保たれると
いうことは、深度に応じてナイトロックス混
合比率が変わります。たとえば、ppO2設定
を1.0barにすると、深度10m/33フィートの
海水でのオープンループ50%ナイトロック
スに相当します。

 警告
すべてのリブリーザーは、使用する前にそ
の専用の研修を受ける必要があります。リ
ブリーザー装置でダイビングする際は、適
切な認定を受け、メーカーの推奨事項と
手順に従ってください。これに従わないと、
重症や死亡にいたる危険があります。

CCRモードでは、ppO2セットポイント（SP1
とSP2）およびタンクT1～T8の酸素濃度が
表示されます。+/UPボタンまたは-/DOWN
ボタンでこれらの表示をスクロールできま
す。画面の左下にはディリュエントタンクの
O2値が、一番上には現在の深度と潜水経過
時間が表示されます。CCRモードの表示に
手動でアクセスするには、SEL/ESCボタンを
長押しします。

F	注：SP1からSP2へ（または逆方向へ）
の切り替えを確定するには、それぞれ
の画面でSEL/ESCを押します。
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SP1とSP2の切り替えが成功しなかった場
合、次のメッセージが表示されます。

SP切り替え深度は、オープンサーキットモ
ードでのガス切り替え（予定されたガス切
り替え）の提案と同じように提案されます。
スイッチポイントは、オープンサーキットモ
ードでの等価酸素比率に基づいて決定さ
れます。したがって、その深度でのガスの等
価酸素比率が21% O2レベルに達すると、
潜降中にスイッチポイントに達します。たと
えば、エアディリュエントでSP1が0.5 barの
場合、海水ではその深度は約13.8m/45.3フ
ィートです。

CCRモードでのダイビング

4.14	 サイドマウントモードでのダ
イビング

サイドマウントダイビングでは、通常2本の
タンクと2つのレギュレーターを使用し、各
セットをダイバーの両サイドに別々に取り
付けます。
独立した重複するガス供給システムから、
小さいステップを繰り返して均等にガスが
消費されるため、片方のシステムに障害が
発生しても、もう一方のシステムにダイビン
グを完了できる最大限のリザーブが残され
ています。A2のサイドマウントモードが有
効（ON）になっており、切り替える圧力が設
定されている場合（「3.2.2.5 サイドマウント
モードを有効にする」の章を参照）、ダイビ
ング中に画面中央で2つのタンク残圧画面
を選択でき、次のように表示されます。

選択したタンク間の圧力差（下の状況では
20 bar）に達すると、A2は圧力の高いタンク
への切り替えを提案します。
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SEL/ESCボタンを押して切り替えを確定し
ます。
アクティブなタンク残圧は、常に画面の右
下隅に表示されます。
圧力の高いタンクに切り替えると、切り替え
を示す矢印が消えます。

F	注：サイドマウントモードを適切に操
作するには、両タンクにトランスミッタ
ーを取り付けてペアリングする必要が
あります。 

F	注：サイドマウントモードは、バックマ
ウントの独立したダブルタンクでのダ
イビングにも使用できます。

4.15	 複数の混合ガスによるダイ
ビング

A2はZH-L16 ADT MB PMGアルゴリズム
を採用しています。PMGとは、「Predictive 
Multi Gas」の略であり、複数の混合ガスを
プログラムすると、A2は指定した深度での
酸素濃度が最も高いガスへの切り替えを
予測し、プログラムした混合ガスすべてを
総合して減圧スケジュールを立てます。
つまり、ダイビング中のいかなる時でも、持
参したすべての予備混合ガスが考慮され
ます。 

F	注：A2でこのモードを有効にする方
法は、「3.2.2.6 PMGモードを有効にす
る」の章を参照してください。

 警告 

非常に重要！
•	 複数の混合ガスによるダイビングは、1

種類の混合ガスによるダイビングより遥
かにリスクが高く、ダイバーが何らかのミ
スをすると重症や死亡にいたる危険が
あります。

•	 複数の混合ガスによるダイビング中は、
使用を意図しているタンクから呼吸して
いることを必ず確認してください。不適
切な深度で酸素濃度が高いタンクから
呼吸すると、死亡にいたる危険がありま
す。

•	 すべてのレギュレーターとタンクに識別
用の印をつけ、いかなる状況でも混同し
ないように注意してください。

•	 毎回のダイビング前とタンク交換後は、
それぞれのタンクのガス比率が正しい
値に設定されていることを確認してくだ
さい。 

•	 複数のガスによるダイビングを行う際
は、あらかじめ適切なトレーニングと認
定を受けてください。

A2では、1回のダイビングで最大8種類の混
合ガスを使用できます。
•	 酸素濃度が80%以上の場合、最大酸素

分圧は1.6barに固定され、変更はでき
ません。

•	 タンク2～8のMODは、これらのガスの切
り替え深度です。A2は、計算、警告、推奨
切り替えポイントにこの値を使用します。 

•	 複数の混合ガスを使ったダイビングで
は、ナイトロックス リセット時間機能（

「3.3.3 ナイトロックス リセット時間」の章
を参照）を使用すると、ガス1は21%に、ガ
ス2～8はOFFに設定されます。

 警告
新しい混合ガスの入ったタンクから呼吸を
始めてから、切り替えを確定してください。
切り替えるガスが正しいことを確認してく
ださい。これを怠ると、重症または死亡に
いたる危険があります。

以下のセクションでは、2種類の混合ガスを
有効にした状態でのガス切り替えについて
説明します。3種類以上を有効にした場合も
同じ方法になります。
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2種類の混合ガスによるダイビング

4.15.1	 ダイビング中に混合ガスを切り
替える

浮上中に、現在使用しているもの以外のガ
スのMODに対応する深度に達すると、A2
から切り替えが提案されます。信号音が鳴
り、「-> T2」というメッセージ（および酸素
比率）が画面に表示されます。このメッセー
ジには30秒以内に対応する必要がありま
す。30秒を過ぎると、A2はガス2を使用しな
いと見なし、減圧スケジュールをそれに応
じて調整します。 

ガス切り替えを確定するには、SEL/ESCボタ
ンを押します。確定すると、「SWITCH TO T2」 
というメッセージが画面に約5秒間表示さ
れます。

4.15.2	 酸素濃度の低いガスに戻すには
状況によっては、現在呼吸しているガスより
酸素濃度の低いガスに戻す必要が生じま
す。たとえば、酸素濃度の高いガス（T2）の
MODより深い場所にもう一度潜降したい
場合や、減圧中にT2がガス切れになった場
合などです。この段階で、SEL/ESCボタンを
押し続けることで、ガスの切り替えを手動で
開始できます。

「-> T1」というメッセージとO2比率が画面
に表示されます。SEL/ESCボタンを押して切
り替えを確定するか、+/UPを押して別の混
合ガスを選択します。

4.15.3	 予定深度でガスを切り替えなかった
A2から提案された30秒以内にガス交換を
確定しないと、減圧計算からこのガスが除
外され、これを使用せずにダイビングを終
了するという前提で減圧スケジュールが調
整されます。
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4.15.4	 ガスの切り替えが遅れた
いつでもガスを手動で選択して、予定して
いた混合ガスに切り替えることができま
す。ガス切り替え手順を開始するには、SEL/
ESCボタンを押し続けます。たとえば「-> T2
」とO2比率が画面に表示されます。これによ
り、安全なガスに切り替えることを確認でき
ます。次に、SEL/ESCボタンを押して、切り替
えを確定します。A2に「SWITCH TO T2」とい
うメッセージが表示され、それに従って減
圧スケジュールが調整されます。

4.15.5	 ガス切り替え後にMODより深い
場所に潜行する場合

ガスT2に切り替えた後で、誤ってその混合
ガスのMODより深く潜降してしまった場
合、即時にMODアラームが起動します。こ
の場合、ガスT1に戻すか、ガスT2のMODよ
り浅い深度に浮上してください。

4.16	 トライミックスモードでのダ
イビング

 警告 

非常に重要！
•	  ダイビング中に圧縮空気またはEAN

ナイトロックスを呼吸すると、ダイバーは
ある程度のリスクを受け入れることにな
ります。ダイビング中にトライミックスガ
スやその他の混合ガスを呼吸すると、リ
スクレベルが上がります。

•	  SCUBAPROでは、トライミックスアル
ゴリズムのリスクレベルを許容される最
小レベルに抑えるために、トライミックス
ダイビングに関連するすべてのデータと
最新の高圧研究の成果を取り入れてい
ます。それにもかかわらず、ナイトロック
ス、トライミックス、混合ガス、圧縮空気
を呼吸するダイビングでSCUBAPROのト
ライミックスアルゴリズムを使用したとし
ても、減圧症、酸素中毒、その他のリスク
による重症や死亡の危険が軽減・排除
されることを保証することはできません。

•	  SCUBAPROのダイブコンピューター
に搭載されたトライミックスアルゴリズム
を使用するトライミックスダイバーは、リ
スクレベルについて認識し、個人的なリ
スクを理解したうえで、そのようなリスク
の完全な法的責任を負うことに同意する
必要があります。重症や死亡を含め、リス
クを受け入れることに同意できないダイ
バーは、トライミックスモードでダイビン
グすべきではありません。

•	  ただ1つの情報源にご自分の命を委
ねるのは危険です。どのコンピューター
でも故障の可能性があるため、それだけ
に頼ることは避け、常に故障時の対処方
法を計画しておくようにしてください。2
つ目のダイブコンピューターを持ち、バ
ックアップテーブルと深度計や時間測定
器を携帯してください。リスクの高いダイ
ビングを行う場合は、認定された指導団
体で適切な研修を受け、このようなダイ
ビングに必要なテクニカルスキルと経験
を習得してください。コンピューター技
術は、知識と研修に替わるものではあり
ません。
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 警告
A2を使用してトライミックスダイビングを
行う前に、減圧不要のレクリエーションダ
イビングで練習して、ダイブコンピューター
のインターフェースと機能に慣れておく必
要があります。

4.16.1	 絶対最浅深度（AMD）および最大
行動可能深度（MOD）

絶対最浅深度（AMD）および最大行動可能
深度（MOD）は、混合ガス内の酸素比率か
ら計算されます。ユーザーの提供したppO2

を酸素比率で割り、その結果が圧力となり、
深度に変換されます。MODはすべてのガス
に対して有効ですが、AMDは空気より酸素
比率が低い混合ガスにのみ適用されます。

F	注：空気（21/0）では、トライミックス
（21/10）などとMODが異なります。こ

の理由は、A2が空気内の酸素により
高精度な値（20.7%）を用いるためで
す。

 警告
高地で低酸素ミックスを使用してダイビン
グを行うためには、適切な環境順化が必
要になります。低いppO2レベルに適応す
るのは時間のかかるプロセスであり、赤血
球を増産する必要がります。適応時間には
個人差があり、直接算出することはできま
せん。別の要因として、高所に到着したと
きに圧力低下によって窒素が排出されます

（「4.7 高所でのダイビング」の章を参照し
てください）。

4.16.2	 ガスの選択
テクニカルダイビング、中でもトライミック
ス混合ガスでは、減圧の効率が非常に重要
です。ヘリウム比率が高く、酸素比率が低い
混合ガスは、減圧に適していません。
たとえば、ボトムガスとして空気またはナイ
トロックスを使用する場合、ほとんどの場
合は2種類の減圧ガスで十分ですが、トライ
ミックスを使用する場合は、より多くの減圧
ガスが最適なガス排出に必要になります。
したがって、「4.15 複数の混合ガスによるダ
イビング」の説明に従ってトライミックスに
対してPMG機能を有効にする必要があり
ます。
タンク1は常に水面からダイビングを開始
するためのガスです。複数のタンクをセット
している場合は、ダイビング中に手動でガ
スを切り替えるか、A2から提案されたとき
に切り替えることができます。 
タンクT1の最大酸素設定は18%です。これ
は、ダイビングは必ずガス1で始めなけれ
ばならないという制約によるものです。体
に酸素を十分に供給するために、ダイビン
グ開始時に使用するガスにはタンク1のよ
うに十分な酸素が含まれている必要があ
ります（トラベルミックスまたはいずれかの
減圧ガスを使用できます）。 
T1の最小酸素設定は8%です。

 警告
水面または浅い深度で、酸素比率21%未
満のガスを呼吸しながら重労働を行うと、
気絶により溺れる危険があります。

 警告
酸素比率を低く設定すると、MOD値が大
きくなる可能性がありますが、。ダイブコン
ピューターは、表示されたMODに対する
ダイバーのスキル、経験値、状況を評価で
きません。自分が取得した認定で許可さ
れる深度を守ってダイビングしてください。

A2は、最大許容ヘリウム比率を、100%から
酸素比率を引いて計算します。
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 警告
ヘリウムは混合ガスの催眠効果を抑えます
が、完全に解消するわけではありません。
深度が非常に深いと、ヘリウムも「Helium 
tremors」またはHPNS（高圧神経症候群）
を発症させる可能性があります。

4.17	 ブックマークを設定する
SEL/ESCボタンを押すと、ブックマークを好
きな数だけ設定し、ダイビング中の特定の
瞬間を記憶させることができます。これらの
ブックマークは、SCUBAPRO LogTRAKのダ
イブプロファイルに表示されます。

5.	 A2のインターフェースと
LOGTRAKの概要

5.1	 Bluetooth通信を確立する
A2はBluetooth経由でデスクトップPC、ノー
トPC、携帯デバイスに接続でき、ダイブデ
ータのダウンロードやダイブコンピュータ
ー設定の変更、ファームウェアアップデート
のアップロードができます。
このメインメニューから、+/UPまたは-/
DOWNボタンを使用してBluetoothに切り
替えます。SEL/ESCボタンを押します。

この段階でA2はBluetooth通信が可能にな
ります。Bluetoothは、次の画面が表示され
ているときだけアクティブです。

  
他のデバイスとのBluetooth通信を確立す
るには、A2と接続したいデバイス（iOSデバ
イスやAndroidデバイスなど）を「スキャン
中」モードに設定します。 
初めて行う場合は、安全な通信のために
PINコードを入力する必要があります。この
PINコードは、A2の画面に表示されます。 

接続したいデバイスでコードが受け付けら
れると、リンクが通信可能になります。
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5.2	 LogTRAK
LogTRAKとは、A2がさまざまなOSと通信
するためのソフトウェアです。LogTRAKに
は、Windows版、Mac版、Android版、iOS版
があります。次のセクションでは、Windows
版とM a c 版 の L o g T R A K をご 紹 介しま
す。Android版とiPhone/iPad版のLogTRAK
の機能は似ていますが、Windows版/Mac
版の機能は一部搭載されていません。

5.2.1	 A2とLogTRAKを接続する
Bluetoothを使用して通信を開始するには：
1.	 LogTRAKを実行中のデバイスとA2とを

ペアリングします。
2.	 LogTRAKを起動します。
3.	 LogTRAKがA2を検出したことを確認し

ます。
[Extras] -> [Options] -> [Download]

「Bluetooth Low Energy」オプションを選
択します。

F	注：A2は、Bluetooth接続がアクティ
ブでない状態で5分間経過するとタ
イムアウトします。この時間が過ぎた
ら、Bluetoothが無効になり、A2は時
刻/日付モードに戻ります。

F	注：デスクトップPCにBluetooth 4.0以
降のモジュールが搭載されていない
場合は、Bluetooth Low Energy（4.0
）ド ン グ ル が 必 要 に な り ま す 。 
Windows 8.0より前のバージョンと
Macコンピューターでは、外付けの 
Bluegiga BLED Bluetooth ドングルが
必要です。 

5.2.2	 ダイブプロファイルをダウンロー
ドする

LogTrakで［Dive］ -> ［Download Dives］
の 順 に 選 択 して 、A 2 の ロ グ ブ ック を
Windows/Macに転送できます。
3つのメイン画面があり、それぞれダイブロ
グの特定の部分を表示します。
1.	 「Profile」では、ダイビングのグラフィカ

ルなデータが表示されます。
2.	 「Details」では、器材やタンクなどの情

報を編集できます。
3.	 「Location」では、世界地図にダイビン

グポイントが表示されます。
ビューの選択タブはメインウィンドウの左
側にあります。
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5.2.3	 コンピューター情報を読み取る
[Extras] -> [Read dive computer 
settings]を選択すると、A2の一般的なデバ
イス情報が表示されます。このメニューで
は、[Warning audible]ウィンドウの左側の
セクションにあるボックスにチェックを入れ
て、ダイブ警告をオン/オフにできます。
[use PC-Time]ボックスにチェックを入
れ、[Write]を選択すると、現在の時刻と日付
を簡単に更新できます。

5.2.4	 LogTRAKで所有者情報を記入する
個人情報は、[Extras] -> [Read dive 
computer settings] -> [Personalization]
セクションで登録できます。

5.2.5	 LogTRAKで単位を設定する
好きな単位を設定するには、A2またはPC
でLogTRAKの[Personalization]セクション
を使用します。
[Extras] -> [Options] -> [Personalization]

ユ ー ザ ー に 関 する 基 本 的 な 個 人 情 報
は、[Extras] -> [Options] -> [User info]セ
クションで共有できます。
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5.2.6	 A2をアップデートする
A2ダイブコンピューターのOSをアップデー
トするためには、SCUBAPROウェブサイト
からA2の最新のソフトウェアパッケージを
ダウンロードし、.swuファイルをローカルに
保存する必要があります。
ソフトウェアアップデートを実行するに
は、LogTRAKで[Firmware upload]メニュ
ーを選択します。ファイル選択用ポップアッ
プ画面が表示されます。.swuファイルを保
存した場所を選択します。 

F	注：A2はアップデートプロセスを開始
する前にバッテリー残量を確認しま
す。バッテリー残量が低下していると、
ソフトウェアアップデートを開始でき
ません。A2をアップデートするために
は、まずバッテリーを交換する必要が
あります。

Bluetooth接続が確立され、新しいソフトウ
ェアバージョンを選択したら、転送が始まり
ます。A2の画面に、転送ステータスが進行
状況バーで表示されます。

ソフトウェアのダウンロードが完了すると、
リプログラミングが自動的に始まります。

新しいソフトウェアのプログラミングが完了
すると、内部チェックをいくつか行ってから
A2が再起動します。

アップデートが完了すると、A2に「Software 
OK」というメッセージが表示されます。この
メッセージは、SEL/ESCボタンを短く押すと
消えます。この後、A2は再び通常どおりに使
用できるようになります。

F	注：A 2 が 転 送 中 、プ ログ ラミング
中 、ソ フトウェア チェック 中 に 問
題 を 検 出 すると、画 面 に エラーメ
ッセ ー ジ が 表 示 さ れ ま す。エラー
が 発 生した 際 は 、近くに ある 他 の
B l u e t o o t hデ バイスや W L A Nデ バ
イ ス の 電 源 を オ フ に し て 、A 2 を
発 信 元 デ バ イ ス に 近 づ け ま す 。 
エラーが繰り返す場合、SCUBAPROウ
ェブサイトをチェックするか、お近くの
SCUBAPROサービスセンターまでご
相談ください。

A 2 の 現 在 の ソ フトウェア バ ー ジョン
は、[Settings] -> [User] -> [Service]の順
に選択して確認できます。前回のサービス
日付を確認するには、+/UPボタンを押す
と、次の画面が表示されます。
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F	注：LogTRAKでは、すべてのOSでファ
ームウェアアップロードモジュールが
ある訳ではありません。Androidの場
合、この機能は次のスクリーンショット
のようになります。

6.	 A2のオプション

6.1	 ワイヤレス高圧トランスミッ
ター

A2は、Smartシリーズのトランスミッター
のワイヤレスタンク残圧に対応していま
す。PMG機能を有効にすると、最大8つのト
ランスミッターをA2で使用できます。 
追加のトランスミッターはSCUBAPRO正規
代理店から個別にご購入いただけます。

F	注：S m a r t ト ラ ン ス ミッ タ ー に
は、Smart、Smart+（長距離）、Smart+ 
LEDの3世代があります。A2はそのす
べてのバージョンに対応しています。

6.2	 スキューバプロ心拍数ベルト
SCUBAPRO心拍ベルトには、特許取得済の
皮膚温度測定および発信機能が搭載され
ており、A2に対応しています。心拍ベルトを
装着する位置は次の図のとおりです。快適
にしっかりと固定できる位置にストラップ
を調整します。ダイビングスーツを着用す
る場合は、心拍ベルトを素肌に直接付ける
必要があります。肌が乾燥している場合や、
ドライスーツを着用するときは、電極部を
湿らせてください。
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A2側で心拍機能を有効にしておく必要が
あります。この手順は、「3.1.1.1 運動負荷」
の章を参照してください。
ダイビング後は、心拍ベルトを淡水で洗っ
て乾燥させ、乾いた場所で保管してくださ
い。
バッテリーキャップ付きの心拍ベルトのバ
ッテリー交換は、SCUBAPRO正規代理店に
依頼してください。
心拍数ベルトの動作条件と深度等級につ
いて、ユニットまたはユーザーマニュアル
で確認してください。

6.3	 デジタル心拍数モニター
スキューバプロのデジタル心拍数モニター
は、心拍数と皮膚温のワイヤレス・トランス
ミッターで、対応するさまざまなスキューバ
プロ・ダイブコンピューターの機能に欠か
せません。この心拍数モニターでは、ダイビ
ング中や水泳中、エクササイズ中の心拍数
と皮膚温をリアルタイムに測定・表示でき
ます。 

心拍数モニターを初めて使用する際は、お
使いのスキューバプロ・ダイブコンピュー
ターとあらかじめペアリングしておく必要
があります。最初のペアリング後、心拍数モ
ニターはスタンバイ状態になり、データの
送信準備ができます。 
接続を確立するには、以下の手順に従って
ください。 
A 2で 心 拍 数 設 定を有 効 にします。それ
には、メニューを[Settings]->[User]-
>[Workload]の順に選択して、[HRT RATE]
を選択します。このメニューでは、心拍数
の基準値と最大値を設定することもできま
す。 
金属製スナップから外して、心拍数モジュ
ールをエラスティックストラップから取り外
します。 
A2のメニューで[Settings]->[User]->[D-
HR belt]の順に選択します。ペアリングモー
ドを起動するときは、A2とデジタル心拍数
モニターを近づけてください。 
トランスミッターモジュールの背面にある2
つの金属製スナップに親指を置き、A2の画
面に表示される指示を確認します。 
A2の画面に「SAVE PAIRING」（ペアリング
を保存）というメッセージが表示された
ら、SEL/ESCボタンを短く押して確定します。
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新し い デ ジタ ル 心 拍 数 モ ニ タ ー の 操
作とメン テ ナンス に つ い て 詳しくは 、 
www.scubapro.com/manuals 
でユーザーマニュアルを参照してください。

6.4	 時計ストラップ
A2は、NATOスタイルのストラップ、ステン
レススチールストラップ、ソフトシリコンス
トラップ、ラバーストラップなど、さまざまな
タイプの時計ストラップに対応しています。
ストラップはお近くのスキューバプロ代理
店から個別にご購入いただけます。

7.	 A2のお手入れ

7.1	 時計ストラップを取り替える
A2の時計ストラップは、時計本体の角でト
ルクスネジを緩めて外し、取り替えることが
できます。 

NATOタイプのナイロンストラップ、リンクメ
タルストラップ、スイベル式シリコンストラ
ップなど、さまざまなタイプの時計ストラッ
プをご用意しています。 
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7.2	 ディスプレイ保護ガード
A2のガラス面は、SCUBAPROのディスプレ
イガードで保護できます。このガードは、破
損しても簡単に交換可能です。

F	注：保護ガードをA2のガラス面に密着
させるときに気泡が入ってしまった場
合は、無理に取り除こうとしないでくだ
さい。最初のダイビング後に水圧で消
えています。

7.3	 技術情報
動作可能高度：

海抜およそ4000m/13300フィートまで。
最大動作深度：

120m/394フィート。99.9mまで：0.1m刻
み。100m以上：1m刻み。フィートの場
合、常に1フィート刻み。精度はEN13319
およびISO 6425に準拠。

減圧計算範囲：
0.8～120m/3～394フィート

時計：
クォーツ時計。時刻、日付、潜水時間（99
分59秒まで、分の場合は最大999分ま
で）。

酸素濃度：
8%～100%の間で調整可能。

ヘリウム濃度：
0%～92%の間で調整可能。

動作可能温度：
-10℃～+50℃/14F～122F

電源：
CR2450リチウムバッテリー

新しいバッテリーでの動作時間：
最大2時間。バッテリーの実際の動作時
間は、主に動作温度やバックライト設定
に依存しますが、その他にもさまざまな
要因があります。

Bluetooth®トランシーバー：
動作周波数：2402～2478 MHz、最大電
力：< 3 dBm、接続範囲：約2m
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7.4	 メンテナンス
2年に一度、SCUBAPRO正規代理店を通じ、
深度の精度を確認してください。前回のサ
ービス日付を確認するには、メインメニュ
ーから[Settings] -> [User] -> [Service]の
順に選択します。
タンク残圧ゲージおよびタンク残圧の測定
に用いられるパーツは、2年に一度または
ダイビング200回ごとに（どちらか早い方）、 
SCUBAPRO正規代理店による点検が必要
になります。
それ以外にユーザーによるメンテナンスは
ほぼ不要です。唯一必要な作業として、ダイ
ビング後に必ず真水でしっかりと洗い、必
要に応じてバッテリーを交換してください。
故障を防ぐには、次の推奨事項を守ると、
長期間にわたって問題なく使い続けること
ができます。
•	 落としたり衝撃を与えないでください。
•	 強い直射日光にさらさないでください。
•	 密封された容器に格納して保管せず、換

気を保ってください。
•	 水検知部で問題が発生した場合、せっ

けん水で洗浄し、完全に乾燥させてくだ
さい。

•	 水検知部にはシリコングリースを塗布し
ないでください。

•	 溶剤が含まれる液体で洗浄しないでく
ださい。

•	 ダイビング前に必ずバッテリー残量を確
認してください。

•	 バッテリー警告が表示された場合は、ス
キューバプロ正規代理店にバッテリー交
換を依頼してください。

•	 画面にエラーメッセージが表示された
場合、SCUBAPRO正規代理店までお持ち
ください。

7.5	 高圧トランスミッターのバッ
テリーを交換する

下の図には、トランスミッターの次の部分
が示されています。
1.	  トランスミッターキャップスクリュー
2.	  HPポートのOリング
3.	  メインOリング
4.	  CR 2/3 AAバッテリー
5.	  トランスミッターキャップ
高圧トランスミッターのバッテリーを交換
するには：
1.	 トランスミッターを柔らかいタオルで乾

かします。
2.	 スクリューを開きます。
3.	 メインのOリングを交換します（交換用

Oリングは、SCUBAPRO正規代理店でお
求めいただけます）。

4.	 空のバッテリーを取り外し、環境を配慮
した方法でリサイクルしてください。

5.	 新しいバッテリーを入れます。極性に注
意してください。本体に「+」とマークさ
れています。バッテリーの極またはコン
タクトを素手で触らないでください。

6.	 スクリューを締めます。
7.	 心拍ベルトが機能し、ハウジングが密閉

されていることを確認します。
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7.6	 スキューバプロ心拍数ベルト
のバッテリーを交換する

下の図には、心拍ベルトの次の部分が示さ
れています。
1.	 バッテリーキャップ
2.	 Oリング
3.	 CR2032
4.	 心拍ベルトの本体

心拍ベルトのバッテリーを交換する：
1.	 心拍ベルトを柔らかいタオルで乾かし

ます。
2.	 バッテリーキャップを開きます。
3.	 メインのOリングを交換します（交換用

Oリングは、SCUBAPRO正規代理店でお
求めいただけます）。

4.	 空のバッテリーを取り外し、環境を配慮
した方法でリサイクルしてください。

5.	 新しいバッテリーを入れます。極性に注
意してください。本体に「+」とマークさ
れています。バッテリーの極またはコン
タクトを素手で触らないでください。

6.	 バッテリーキャップを閉じます（閉じ位
置のマークが合っていることを確認して
ください）。

7.	 心拍ベルトが機能し、ハウジングが密閉
されていることを確認します。

7.7	 デジタル心拍数モニターの
バッテリーを交換する

デジタル心拍数モニターの動力源は、ユー
ザーが交換できるCR2032コイン型リチウ
ム電池です。ただし、バッテリーキャップを
正しく閉めなかった場合の漏れを防ぐため
に、電池交換はスキューバプロ正規代理店
に依頼することをお勧めします。 
下の図には、心拍数モニターの次の部分が
示されています。 
1. バッテリーキャップのネジ 
2. バッテリーキャップ
3.Oリング 
4.CR2032電池 
5. 心拍数モニターモジュール 

心拍数モニターの電池を交換する： 
•	 心拍数モニターのモジュールが濡れて

いたら、柔らかいタオルで拭いて乾かし
ます。 

•	 ねじを取り外してバッテリーキャップを
開けます。 

•	 Oリングを交換します（交換用Oリングは、
スキューバプロ正規代理店でお求めい
ただけます）。 

•	 空のバッテリーを取り外し、環境を配慮し
た方法でリサイクルしてください。 

•	 新しい電池を入れます。極性に注意して
ください。本体に「+」とマークされていま
す。バッテリーの極やコンタクト部は素手
で触らないでください。 

•	 バッテリーキャップを閉じます。
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7.8	 保証
A2には、製品の品質と機能の不良をカバー
する2年間の保証が付帯します。この保証
は、SCUBAPRO正規代理店から購入したダ
イブコンピューターのみに適用されます。
保証期間中に修理や交換を行っても、保証
期間は延長されません。
以下の原因による故障や不具合は、保証対
象外となります。
1.	 過度の摩耗
2.	 外装への影響（輸送時の破損、強くぶ

つけたことによる破損、天候やその他
の自然現象による影響）

3.	 SCUBAPRO以外でダイブコンピュータ
ーをメンテナンス、修理、あるいは開い
た場合

4.	 水中で行わない圧力検査
5.	 ダイビング事故
6.	 A2のハウジングを開く
7.	 ビジネスでの使用
8. 	 化学薬品（蚊忌避剤や日焼け止めを含

むがこれに限定されない）にさらす
9. 	 非正規の予備パーツで修理する
10. 	メーカーが対応していないソフトウェ

アやアクセサリーを使用する
欧州連合では、本製品の保証は各EU加盟
国で施行されているEU法によって管理さ
れます。
すべての 保 証 は 、日付 を 明 記した 購 入
証 明 書（レ シ ート）ま た は 製 品 保 証 書
を S C U B A P R O 正 規 代 理 店 に 提 出 する
必 要 が ありま す。お 近くの 正 規 代 理 店
は、www.scubapro.com でご確認ください。

8.	 コンプライアンス

8.1	 CE 規制に関する通知

8.1.1	 EU無線機器指令
Uwatec AGは無線機器の型番PAN1740が
指令2014/53/EUに準拠していることを宣言
します。 

8.1.2	 EU個人用保護具規制 
SCUABPRO A2とSCUBAPRO高圧トランスミ
ッターの組み合わせは、EU規則2016/425
の重要な安全要件に準拠した個人用保
護具となります。公認機関番号0474、RINA 
SpA（Via Corsica 12, I-16128 Genoa）によ
り、上記の組み合わせについてEC型式審
査が行われ、欧州規格EN250:2014の遵守
が証明されています。認定されている深度
は、EN250:2014の規定に従い、水深50mま
でです。

8.1.3	 EU深度計標準
A2ダイブ機器は、欧州規格EN 13319:2000

（EN 13319:2000 - 深度計および一体式深
度・時間計測機器 - 機能と安全の要件、検
査方法）にも準拠しています。

8.1.4	 EU電磁両立性指令
A2ダイブ機器は、EU指令2014/30/EUにも
準拠しています。

8.1.5	 EU適合宣言書
E U 適 合 宣 言 書 の 全 文 は 、 
www.scubapro.com/declarations-conformity
からご入手いただけます。

8.2	 FCCおよびISED規制に関す
る通知

8.2.1	 改造に関するステートメント
Uwatecは利用者による本デバイスの変更
または改造を承認していません。何らかの
変更または改造を加えた場合、利用者は機
器を操作する権限を失う可能性があります。
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8.2.2	 干渉に関するステートメント
本デバイスはFCC規則Part 15およびカナダ
産業省のライセンス適用免除RSS標準に準
拠しています。操作は、以下の2つの条件に
従うものとします。本デバイスが (1) 干渉の
原因とならない (2) デバイスの望ましくな
い動作を引き起こす可能性のある干渉を
含む、いかなる干渉も許容できる。

8.2.3	 無線に関する通知
このデバイスは、管理されない環境用に定
められたFCC/ISED放射線被曝制限に準拠
しており、FCC無線周波数（RF）被爆ガイド
ラインとISED無線周波数（RF）被爆ルール
のRSS‐102を満たしています。このトランス
ミッターを他のアンテナやトランスミッター
と同じ場所に置くか併用しないでください。
A2にはTX FCC ID: T7V1740が含まれています。

8.2.4	 FCCクラスBデジタル装置に関す
る通知

この装置は、FCC規則第15部に関連する
クラスBデジタル装置の制限に関してテ
ストされ、準拠が認められています。これ
らの制限は、住居への設置で有害な干渉
から合理的な保護を提供するように設計
されています。この装置は、無線周波数エ
ネルギーを生成、利用、放射し、指示に従
って設置および利用しなければ、無線通
信と有害な干渉を引き起こす可能性が
あります。ただし、特定の設置において干
渉が発生しないことは保証されません。 
この装置が無線やテレビの受信に有害な
干渉を与えている場合、このことは装置を
オフ/オンにすることで確認できます。ユー

ザーは次の1つ以上の方法で干渉を補正す
ることをお勧めします。
1.	 受信アンテナの向きや設置場所を変え

る。
2.	 装置とレシーバーの間の距離を開ける。
3.	 レシーバーを接続しているコンセントと

は別のコンセントに装置をつなぐ。
4.	 ディーラーまたは無線/TVの熟練技術者

に相談する。

8.2.5	 CAN ICES-3 (B) / NMB-3 (B)
このクラスBデジタル 装 置 は、カナダ の
ICES-003に準拠しています。

8.3	 製造日
製造日はデバイスのシリアルナンバーで確
認できます。シリアルナンバーは常に13桁
で、YYMMDDXXXXXXXという形式です。
シリアルナンバーの最初の2桁（YY）はそ
のデバイスが製造された年、3桁目と4桁目

（MM）は月、5桁目と6桁目（DD）は日です。

8.4	 製造元
UWATEC AG
Bodenäckerstrasse 3
CH-8957 Spreitenbach
SWITZERLAND

あなたのダイビング器材は、リサイクルおよび再利用が可能な高品質なコンポ
ーネントから製造されています。ただし、これらのコンポーネントは廃棄電子・電
気機器の規制に従って正しく管理しなければ、環境および/または人間の健康に
悪影響を与える可能性があります。欧州連合加盟国にお住まいのお客様は、EU
指令2002/19/ECに従ってお近くの回収拠点に古い製品を返却することで、環境
および健康保護に貢献していただけます。回収拠点とは、一部の製品販売店お
よび地方自治体が提供するものです。上のリサイクルマークの付いた製品は、通
常の家庭ゴミとして廃棄してはいけません。.
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9.	 用語
AMD 絶対最浅深度。酸素比率に基づき、混合ガスの使用を始めてもよい深度

AVG 平均深度。ダイビング開始時またはリセット時に計算が始まります。

CCR クローズドサーキットリブリーザー。ダイバーの呼気に含まれる二酸化
炭素を吸収して、呼吸で使用されなかった酸素の再利用または「再呼
吸」を可能にする呼吸装置です。

CNS O2 中枢神経系に対する酸素有害度

DESAT 体内残留窒素排出時間。ダイビング中に蓄積された窒素を完全に排出
するために必要な時間です。

潜水時間 0.8m/3フィートより深い深度での経過時間

ガス ZH-L16 ADT MB PMGアルゴリズムに設定されたメインガスを指す

現地時間 現地タイムゾーンでの時刻

最大深度 ダイビング中の最大深度。

MB マイクロバブル：ダイビング中およびダイビング後にダイバーの体内に
蓄積される小さな気泡です。

MBレベル 9レベル（L0～L5）のいずれかで、A2のZH-L16 ADT MB PMGアルゴリズ
ムにより決まります。

MOD 最大行動可能深度。酸素分圧（ppO2）が最大許容レベル（最大酸素分
圧）に達する深度です。MODより深く潜ると、酸素分圧が危険なレベル
になります。

ナイトロックス 酸素と窒素から構成される呼吸用ガス。酸素濃度は22%以上です。 

NO FLY 飛行機に搭乗するまでダイバーが最低限待機すべき時間

無減圧限界
時間

ダイバーが現在の深度に留まることができ、減圧停止を行わずに水面
まで直接浮上しても良い時間

O2 酸素

O2% コンピューターがすべての計算に使用する酸素濃度

PDIS プロファイル依存中間ストップ（PDIS）とは、A2が追加で指示するディ
ープストップであり、第3、第4、第5のコンパートメントで窒素排出が始
まります。

PMG Predictive Multi Gas。メインの呼吸ガスに加え、追加の呼吸ガスを持ち
運べます。

ppO2 酸素分圧。呼吸用ガスに含まれる酸素の圧力であり、深度と酸素濃度の
関数です。1.6barを超える酸素分圧は危険だとみなされます。

最大ppO2 酸素分圧の最大許容値。酸素濃度とともに、MODの定義に使用されます。

長押し いずれかのボタンを1秒間押し続けてから放す動作。

RBT 残り潜水時間。現在の深度に滞在することができ、なおかつ十分なガ
ス供給で安全に浮上してタンクリザーブで水面に到達できる時間を示
します。
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A2ユーザーマニュアル

サイドマウント 2本以上のタンクをダイバーの背中ではなく体側に沿って固定するダイ
ビング方法

SOSモード 必須の減圧停止の一部を行わずにダイビングを終了すると、このモー
ドになります。

SURF INT 水面休息時間。ダイビングの終了時点からカウントする時間 

スイッチポイ
ント

複数ガスオプションを使用するときに、ダイバーが酸素濃度が高い方の
ガスに切り替える予定の深度

TAT 合計浮上時間

トライミックス 酸素、ヘリウム、窒素を含む混合ガス

UTC 協定世界時。世界中で主に使用される時間標準であり、時計と時刻を
制御します。UTCは、所在地のタイムゾーンに対して-12～+14時間差と
なります。 
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